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　窓を閉とじればそこは闇やみ。

　昼間は人でにぎわっていた教室も、今はただ、夜に沈しずんで沈ちん黙もくの中。

　その闇に。

　一条の細い光が生まれ出た。

　明かりライテイングの魔ま術じゆつをかけた石をマントの端はしでくるんだだけの照明である。そっとすき間を開いてやれば、そこから光がこぼれ出る。

　光は石の床ゆかを照らし、床を這はい壁かべを這い、突とつ如じよ、巨きよ大だいな顔を浮うかび上がらせる。

　巨大な両目に裂さけた口。真まっ赤かな顔には模様とも文様とも知れぬものがはりついて。

「……お面……ですか……」

　あたしのすぐそばで聞こえたささやき声には安あん堵どと動どう揺ようが等分に混じっていた。

　微み塵じんも動かぬ巨大な顔は、展示物なのか小道具なのか。とすればこの部へ屋やでは、お化け屋や敷しきのイベントでもやるのだろうか。

　ほんのわずかな光でも、闇に慣れた目でならば、そばにいる者のりんかくくらいはぼんやりと見える。

「大きな声は出さないこと。基本的には互たがいの名前は呼ばないこと」

「わかってますよリナさん」

「……わかってないでしょウェンディ」

「……あ。」

　あたしの指し摘てきにウェンディの影かげは、闇の中で一いつ瞬しゆんかたまった。

「言っとくけど。そっちのうっかりでヤバくなりそうだったらソッコーあたしは手を引くから。

　そうなると困るのはあなただってこと、お忘れなく」

「わ……わかってます」

　釘くぎさすあたしにつぶやく彼かの女じよ。

　──と、一応言ってはみたものの、そうそうヤバい話になるとも思えない。

　なにしろ。

　あたしたちが今、忍しのび込こんでいるのは、明日にお祭まつりを控ひかえた、軍学校の教室棟とうなのだから。



　ベリーズ・シティ。

　あたしがたまたま立ち寄ったそこは、それなりに大きい、という以外には、とりたてて特とく徴ちようのある街でもなかった。

　顔つなぎとあいさつがてら、魔ま道どう士し協きよう会かいに足を運び──

　そこであたしが頼たのまれたのは、軍学校のお祭りでの特別講こう演えんだった。

　軍学校というのはもちろん、名前の通り軍人の学校。戦せん闘とう訓くん練れんはもとより、読み書き計算、戦略戦術戦法などのもろもろを教える場所である。

　戦いの中では魔道の術が使われることも多いため、この軍学校では、魔道士協会から講師として魔道士を招いていて、学校と協会との繋つながりも強い。

　そんなわけで。

　旅の魔道士なんぞをやっていて、実戦経験もあり、良くも悪くもそれなりに有名なあたしに、講演の依い頼らいが舞まい込こんだのだ。

　案内役としてつけられたのは、魔道士協会からの出向で、学校で授業をしている女性、ウェンディ＝ウィルキンス。

　歳としは二十歳にやや届かないか。肩かたまでのストレートの赤毛で、普ふ段だんは灰はい色いろのローブとマントに身を包んだ魔道士スタイルの人。

　その彼女が──

　宿にいたあたしを訪ねて来たのはほんのさっき。

　なんでも、校舎内に忘れ物をしたので、いっしょに取りに来てほしいとか。

　街の歴史や習慣や、今の領主の思惑おもわくやら、いろんなものが混じり合い、ここの軍学校はこんな時期に、一いつ般ぱんの人も参加可のお祭りを開いてはいるが、やはりあくまで軍の施し設せつ。命令でもない限り、門限過ぎの出入りは一切認められないとか。

　書類がないとどうしても明日の祭りにさしつかえる。いろんな人につき合ってくれるよう頼んだがことごとく断られ、もしリナさんにも断られたらもう死ぬしか、とまで言われれば、さすがにイヤとは答えられない。

　……ま、正直なところを言えば。

　昼間ウェンディの案内で、校内をざっと回ったのだが、その時には生徒たちがおーぜいいて、明日の準備に大わらわ。

　そのにぎやかだった校舎が夜になって無人になると、一体どーいう雰ふん囲い気きになるか、ちょっと見てみたい、という好こう奇き心しんが頭をもたげたのも事実。

　ともあれそんないきさつで。

　あたしとウェンディは、軍学校の敷しき地ちを囲む高い塀へいを浮遊レビテーシヨンの術で乗り越こえて、彼女が書類を忘れた……と思われる、教室棟への侵しん入にゆうを果たしたのだった。

　と、ここまではとりあえず順調。

　塀に囲まれた敷地内だからか、重要なものが置いてないからか、教室棟そのものの警備は無いに等しい。

　立て付けの悪い両開き窓には、カギと呼ぶのもおこがましいような掛かけ金がかかっているだけで、薄うす刃ばの刃は物ものを窓の間にすべり込こませてはね上げるだけであっさり開いた。

　カギを外すのより、窓をきしませないようにそっと開けるのにかかった時間の方が長いくらいである。

　しかし問題は、忘れた書類が見つかるかどうか、である。

　教室棟は三階建て。生徒数に比べて部へ屋やが多すぎるが、ウェンディの談によると、この教室棟を使って屋内戦せん闘とうの訓練をする時もあるんだとか。

　ともあれその数多い部屋の中で──

「どの部屋に忘れたか、見当つく？」

　ささやき声での問いかけに、ウェンディは自信なさげな声で、

「……昼間リナさんをご案内した時に立ち寄った部屋がありますよね？　あのどちらかに置き忘れたんだと思いますけど……」

　確かに今日、二階と三階の部屋に入ったおぼえがある。

　ウェンディがあたりに書類のような何かを置いたか、残念ながらそこまではおぼえていないけど。

「じゃあ片方ずつ調べるってことで。

　中にくわしいそっちが先導よろしく。後ろから足もと照らすから。

　ひょっとしたら建たて物ものの中にも見回りがいるかもしんないから注意してね」

「はい。なら二階の教室から行きますね」

　かすかなかすかな光の中、ウェンディのりんかくがうなずいたのが見て取れた。

　そして二人は進みはじめる。まっ暗な教室棟を。

　自分たちの足音がやけに大きく響ひびいて聞こえる。

　ウェンディの歩むその少し先、小さな光を向けた場所に、時折不意に現れる、影かげやあるいは何かの顔は、祭りの展示や飾かざりつけ。

　わかっていても、一いつ瞬しゆんちょっとぎくりとする。

　教室棟ここでは生徒たちがいろんな催もよおし物をやることになっており、それぞれに違ちがった飾りつけがしてあり、カンバンもかかげられている。

　お化け屋や敷しき、野生の動植物調理実演会場、軍ぐん曹そうカフェ、中古備品バザールなどなど。

　棟とうの両りよう端はし近くに一つずつ階段があり、ウェンディが向かったのはその片方。

　階段もやっぱり石造り。木の階段みたいにきしんで音を立てることはないが、無神経に進めば高い靴くつ音おとを立てる。

　抜ぬき足差し足上ってゆき──

「──リナさん明かりを──」

　ウェンディのささやき声に、あたしがマントで石を包んで光を消したのは、ちょうど階段の踊おどり場にさしかかった時のことだった。

　──どうしたのか──と、わざわざ聞くまでもない。

　階段の、二階よりさらに上の方で、ぼんやりとした明かりが揺ゆれていた。

　おそらくは見回りの人。

「ま……まずいですよリナさん見回りですよ見つかれば捕つかまって激はげしい拷ごう問もんの後に死が待ってますよ！」

「落ち着いて。見つからなければいいだけの話よ。──こっちへ」

　闇やみの中、取り乱しかけた彼女の手を取り、下へと導く。

　階段を下りてしばらく観察していれば、光はそのまま一階へと下りてくる様子。

　いそぎあたしとウェンディは、廊ろう下かを反対側へと向かう。できうる限り足早に、けど足音は立てぬよう。

　さきほどの階段の下にランタンの明かりが現れるのとほとんど同時に、あたしたちはもう一方の階段へとたどり着いた。

　その間、ランタンの明かりの動きに変化はない。なんとか見つからずに済んだか。

　あたしとウェンディは足音を殺しつつ、そのまま階段を上がって二階の廊下へ。

　そこでようやく足を止め、

「……これでやりすごしたはずよ」

　あたしは小さくささやくと、マントをゆるめて細い光の筋を生む。

　光が三う階えから一し階たまで、まっすぐ降りてきたということは、二階と三階は見回り終わったあとなのだろう。

　ならば二階に戻もどってくることはない。次の見回りの時間まで、じっくりと探せるはずだった。

「なら予定通り、二階の部屋から調べます」

　二人はかすかな光を頼たよりに、無言で廊下を進みゆく。

　緊きん張ちようと闇のせいなのか、ごくありきたりな沈ちん黙もくが今は耳に痛い。

　やがていくらも行かぬうち。

「ここです」

　ウェンディが足を止めたのは、『歴史研究』のカンバンがあるドアの前でだった。



    

  
    
      　国や領地や街の歴史をまとめて文章展示するとゆー、真ま面じ目めでためになる、けれども地味な展示をやるらしい。

　昼間この部屋に立ち寄った時には、展示用だと思うのだが、いろんな書類があふれ返っていた。

　ウェンディはそこで、知り合いの講師らしき人としばらく話をしていたのだ。ここに置き忘れた公算は高い。

　彼女はドアに手を伸のばし──

　がたりっ、とドアは小さく揺ゆれただけ。

「……あれ……？」

　彼女の表情が引きつった。

　もちろんカギがかかっているわけだが、どうやらそれも考えていなかったらしい。

　またまた彼女がパニクって、騒さわぎ出したりしないうちに──

「カギがかかってるならまかせて」

　言ってあたしはドアに近づく。

　バンダナに仕し込こんでおいた針金を取り出すと、カギ穴に突つっ込こんで──

「……なんでそんな所に針金が……？」

「そういう年とし頃ごろなのよ……っと……」

　ウェンディの無ぶ粋すいな質問を適当に受け流しつつ、針金を操る指先に、ほどなく、かちりっ、と小さな手ごたえ。

　やはりこういう場所だけあって、つけられていたカギはごくごく単純なもの。ちょっといじってやるだけで簡かん単たんに開いた。

　からりっ、とドアを開けてみせると、ウェンディは感かん嘆たんのため息とともに、

「こんなにあっさり開けちゃうなんて……すごいですねリナさん……私、ちょっと引いちゃいました」

「引いたんかっ!?　まあいいわ。とにかく、ちゃっちゃと探して」

　中に入ってドアを閉しめ、カギをかけたら、明かりをかけた石をくるんだマントをさらにゆるめる。

　白い光があたりを照らす。

　窓やドアのすき間から漏もれぬよう、直接の光は天てん井じように当たるように絞しぼっているが、それでも闇に慣れた目にはじゅーぶん。

　ふだんは机とイスがあるのだろうが、今はそれらは撤てつ去きよされ、かわりに間仕切りを兼かねた展示用ボードが並べられて、見学順路を作っている。

　教室の前後に二つあるドアのそれぞれが出口と入り口になっていて、そこここに展示の紙が貼はり出され、テーブルの上にはリーフレットのようなものが積んである。

　おおむね綺き麗れいに片づいていて、ウェンディの忘れ物がどこかの紙かみ束たばに紛まぎれているとは考えにくいが……

　あんのじょう、彼女はあたりをひとしきり探してから、

「……ありませんね……」

　落らく胆たんの吐と息いき混じりにつぶやいた。

「じゃ、三う階え？」

「そういうことになりますね……お手数ですが、よろしくお願いします」

　二人はドアのそばに行き、明かりを絞るとカギを外してドアを開け──

　刹せつ那な。

　あたしの背筋に悪お寒かんが走る！

　とっさにウェンディの手を引くと後ろに跳とんで、同時に石を完全にマントで覆おおう！

　光が消えて闇に包まれるその直前！　風切る鋭するどい音とともに、銀色の光条ひかりが目前をよぎるのがはっきり見えた！

「──リ──」

「しっ！　名前呼ばない！」

　声を上げかけたウェンディを、あたしはすんでのところで制し、教室の奥おくで息をひそめる。

　流れた時間は刹那か永と遠わか。

「く」

　闇の奥で何かが笑った。

「く。くききき。きへへへへへ！

　わかってるんだよぅ！　そんなところにじっと隠かくれてもわかってるんだよぅ！」

　聞こえた声は、どこかタガが外れたような女の声だった。

　部へ屋やにゆっくりと何かが入ってくるのがわかった。

　揺ゆれる小さな光のスジは、覆おおいをして光を遮さえぎったランタンだろう。

　おそらく相手は、階段の所ですでにあたしたちの存こ在とに気づいていたのだろう。

　しかし気づかぬフリをして、あたしたちの油断を誘さそい、ランタンの灯あかりを隠して追ってきたのである。

「隠れてもムダさぁ！　におうんだよぉ！　ネズミのにおいがぷんぷんとね！

　こうやって祭りの前になると、あんたらみたいに、教室棟とうに忍しのび込こむ奴やつが出てくるんだよぉ！」

　闇ゆえ相手の姿は見えず、ただ声だけが響ひびき聞こえる！　見回りの人というよりむしろ果てしなく妖よう怪かいっぽい！

　ともあれ今の光からして、何かの武器を持っているんだろーか。見つかれば死、とか言っていたウェンディのことば、まさか本当だったりしないだろーなぁ……

　ただ、どうやら口ぶりからすると、相手はこちらを生徒だと思っているらしい。

　なら応おう援えんは呼ばずに、自力でこちらを捕つかまえようとするかもしれない。そこに切り抜ぬけるチャンスはある。

　闇の中、つないだウェンディの手に力がこもり、息が乱れているのがわかる。

　戦い慣れしていない人は、こういう場合にすくんで体が動かなくなったりすることがあるのだが……はたして彼女はちゃんと動いてくれるかどうか。

「さぁぁぁ。聞かせてもらおうかぁ。どういう理由で忍び込んだのか。準備が間に合わなかったのか？　それともお祭り前のきも試しのつもりかなぁ？」

　こちらのおびえを誘いざなうようにことばを並べて、影とすら見えぬ闇が動く。

　あたしは直感した。相手がランタンの覆いを取って、こちらの姿を照らし出そうとしているのだと！

　瞬しゆん間かん──

「──目を閉とじて、手を引いたら走って！」

　あたしはウェンディにそうささやくと、返事も待たずに、目を細くしてそらせると同時に、マントにくるんだ石を相手に向かってほうり投げた！

　部へ屋やいっぱいにひろがる光！

「ぐっ!?」

　反射的にそれを直視したのだろう。女の呻うめきがわき起こる！

　実際にはそうたいしたことのない明かりでも、闇に慣れた目には閃せん光こうに等しい！

　同時にあたしはウェンディの手を引きダッシュ！　教室の、もう一方のドアへと駆かけ寄った！

　カギがかかってはいたが、内側から開くかんたんなもの。すぐさま開けて飛び出すと、暗い廊ろう下かを駆け逃にげる！

「ぎぃぃぃぃっ！　小こ癪しやくなぁぁぁぁっ！」

　後ろで上がった怨えん嗟さの声に振ふり向けば、あたしたちが飛び出したドアのそば、室内からの明かりに照らされ佇たたずむ影かげは、長く黒っぽい髪かみをふり乱し、想像図にある死神が持つようなでっかいカマを持っている。

　──って、校舎見回りの装備じゃねぇぇぇぇぇっ！

　魂刈り取る気まんまんですよこの人！　ウェンディが被ひ害がい妄もう想そうみたく、死が待つ、とかって言ってたの、ぜんぜんおーげさに聞こえませんよ！

　幸い相手は、光を直視したせいで廊ろう下かの暗闇が見通せなくなったか、部へ屋やの出口の所でわずかにためらいを見せている！

　だが今は、不意をつかれて混乱しているだけ。ランタンを使えばいいと思い当たれば、すぐさま追って来るだろう。

　対するあたしたちはまだ、ウェンディの忘れ物を見つけてはいない。

　そのウェンディは、あたしとともに闇を行きつつ、

「……ひー……ひー……おかーさーん……」

　かなり行き詰づまった細いつぶやきを漏もらしながら、それでも足を動かしている。

　あたしはその耳もとで、

「どうする？　退たい却きやくが得とく策さくだけど」

　問えば彼女は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしてから、しかし、

「書類を……探さなきゃ」

　と、小さな声。

　根こん性じようがあるのか、あるいは混乱してまともな判断ができなくなっているのか。

　どっちにしても、無理に連れて帰ろうとすれば抵てい抗こうするだろう。この状じよう況きようでうちわもめなんぞしていれば捕つかまるし、ウェンディを見み捨すてて一人逃にげるというわけにもいかない。

　ならば──切り抜けるしかないかっ！

「ならこっち！」

　かすかな光を頼たよりに階段を見つけると、あたしはウェンディの手を引き上へ！

　口の中で呪じゆ文もんを唱えつつ、階段を上りきった時点で──

「明かりよライテイング！」

　唱えた術をふり向きもせず、階段の下に解き放つ！

　術にはアレンジが加えてある。光量を強く、かわりに効果時間が短くなるように。おそらく十も数えないうちに、光はあとかたもなく消えるだろう。

　背後で閃ひらめくまばゆい光。

「ぐぅっ!?」

　階段の下でまた呻き。たぶん追いかけて来ていた相手が、またまたまともに光を見たのだ。

　よっし狙い通りっ！

「どこの部屋!?」

「こっちです！」

　あたしの問いにウェンディの返事。さすがにもはや足音にはかまわず、迷わずそっちへ駆かけて行き、あたしは呪文を唱えつつ、さっきと同じ要領で教室のカギを開ける。

　まっ暗な部屋に入るなり、

「明かりよライテイング！」

　今度は自分たちの照明用に、ぼんやりと明るい光を生み放ち、ドアを閉めて中からカギをかける。

「時間がないわ！　この部屋になかったらあきらめるわよ！」

「……わ……わかりました……！」

　宣言に、さすがに今度はウェンディもうなずいた。

　まさか相手を倒たおすわけにもいかない以上、これ以上とどまるのは無理だろう。

　何の展示だかよくわからないけれど、部屋にはいろんな民芸品や、何かの書物の写しのような紙束が展示してあり、ウェンディはそこを探しはじめる。

「──ない──！」

　彼女の漏もらす小さな悲鳴。

　背筋にぞくりと悪お寒かんが走る。

　足音は全く聞こえずに。

　しかし、気配が廊下をこちらに近づいて来るのがはっきりとわかった。

　ウェンディは別の紙束のあたりを探しはじめ──

　──早く──

　口の中で呪文を唱えつつ、あたしの心は焦あせりの呻きを漏らす。

　ウェンディはまた別の紙束へと場所を移して──

　がたん。

　ドアが鳴る。

　がたん。がタガタガタガタタんッ！

　ウェンディの動きが一瞬凍こおりつき、それでも震ふるえる指先が紙の束をめくって探り──



　どゴンッ！



　ふり向けば。

　教室のドアを突き破り、巨きよ大だいなカマの切っ先が、部屋の中へとめり込んでいる！

　うわそこまでするかっ!?

　ひぃ、とウェンディの細い悲鳴。

　落ち着けと声をかけたいところだが、そんなことをすれば、唱えた呪文がフイになる。

　カマの切っ先が廊下側に引き抜かれ、



　ゴすっ！



　次の一いち撃げきがめり込んだ！

「よぉぉぉぉくもコケにしてくれたわねぇぇぇぇ……！」

　怨えん嗟さと狂きよう気きに満ちた声が、刃やいばの穿うがった闇やみの奥おくから響ひびき来くる。

　またまたカマの先が消え──

「──あった！」

　その時響くウェンディの声！

　同時にあたしはダッシュして、紙きれを掴つかんだ彼女を横よこ抱だきに、そのまま窓の方へと走る！

　がづっ！　がヅっ！　がずっ！

　見回りの女も状じよう況きようの変化を察してか、狂くるったようにカマを振ふり回し、ドアを粉ふん砕さいにかかる！



    

  
    
      　あたしは窓に飛びつくと掛かけ金を外し、ウェンディを抱かかえたままで窓まど枠わくを蹴けると夜の空へと飛び出して──

「浮遊レビテーシヨンっ！」

　唱えた呪じゆ文もんを発動させる！

　そこはつめたい夜の空。

　肩かた越ごしにふり向き見れば、明かりを背に、顔もよくわからぬ女が一人、窓辺であたしたちを眺ながめていた。

　とりあえず──

　脱だつ出しゆつ成功。

　こうなれば、あとは適当に高度を取って、敷しき地ちから出るだけである。

「やりましたね！　リナさん！」

　興こう奮ふん気味の声を上げるウェンディに、あたしは笑え顔がおでうなずいて、

「なんとか、ね。

　そーいえばそれって一体何の書類だったわけ？」

　問えば彼女はにこやかに、

「ええ！　明日着ていくつもりの服をリストアップしておいたんです！　これがないとお祭りに何を着て行けばいいものやら！」

　とりあえず。

　あたしが彼女を力の限り地上へと投げ落としたのは、敷地を出てかのことだった。



「って、なんで昨日とおんなじ格好なのよあんたはぁぁぁっ!?」

　明けて翌日、祭まつりの日。

　宿まであたしを迎むかえに来たウェンディの姿を見た瞬しゆん間かん、あたしは迷わずそうツッコミを飛ばしていた。

　そう。彼女の格好は昨日とほぼ同じ、灰はい色いろのローブとマントに身を包んだ魔ま道どう士しスタイル。

　あえて挙げるなら、髪かみ飾かざりがついていることと、靴くつがちょっと違ちがうだけ。

　なんのために昨日わざわざ学校にもぐり込み、メモを取ってきたのかわからない。

　額に青スジ立てるあたしに、しかし彼女の方も頬ほおをふくらまし、

「何言ってるんですかリナさん！　昨日と同じだなんて。

　女の子だったらこの違いがわかんなくちゃあダメですよ！」

　二人はとりあえず宿を出て、通りを学校の方へと歩きはじめながら、

「じゃあ聞くけど。髪かざりと靴くつの他ほかに違うところってどこ？」

　問えば彼女は、迷わず指折り数えつつ、

「まず下着が全然違いますし。靴下もちょっといいのをはいてます。ズボンもこの日のために用意したおろしたてで、シャツは有名デザイナーのもの。統一感を出すために、ベルトや小物にも気を遣ってますし」

「全部ローブとマントで隠れて見えないけどね」

　ミもフタもなく言うあたしに、彼女は一瞬立ち止まってから、

「──本当だ！」

「今気づいたんかっ!?」

　あたしの叫さけびが耳に届いているのかいないのか、ウェンディは、不安なまなざしをあたしに向けて、

「え？　じゃあ昨日、こわい思いをして学校に忍しのび込こんだのって、ひょっとして意味無くありません？」

「んー。そーねー。意味無いねー。その意味無いことにつき合わされたあたしの立場はどーなるのかなー？」

　顔で笑って瞳ひとみは笑わず。言ったあたしのその肩かたに、彼女は、ぽんっ、と手を置いて、

「リナさんも災難でしたね」

「ひとごとかぁぁぁっ！」

　思わず絶ぜつ叫きようするあたし。

　なんのかんのと言いながら道を進めば、通りのあちこちには、軍学校の祭りを知らせる立てカンバンが所々に立てられていて、近づくにつれてあたりの空気も浮うかれたものに変わって来る。

　やがて人々のざわめきに、呼び込みのまねごとをする生徒の声が混じりはじめ。

　角を曲がって視界が開け、祭りの場所が見えて来た。

　がっしりとした石造りの門柱が左右に並び立ち、正門は大きく開け放たれている。

　いつもなら門の左右に歩ほ哨しようが立つ、いかめしいだけのその場所も、今はずいぶんはっちゃけていた。

　歩哨のかわりに、ウケ狙ねらいの似に合あわぬ女装をした生徒が二人、通りの人々に呼び込みの声を上げている。

　門柱の片方には学校名の刻印されたささやかな銘板プレートが埋うまっていたはずだが、今はそれを覆おおい隠かくして余りあるカンバンが掲かかげられ、『ベリーズ軍学校学舎祭・一いつ般ぱん参加歓かん迎げい』の文字が目立っている。

　門まわりには花やリボンでかざりつけもしてあるが、センスの方はいまひとつ。ま、お祭りのにぎやかしだと思えばそれでいいのだが。

　開かれた門からは、敷しき地ち内に並んだ生徒運営の屋台が見えて、まだ正式な開催時間にもなっていないというのに、すでにいろんな食べ物のにおいを通りにまで漂ただよわせている。

　二人が門をくぐって入れば──

「──あ！　おはようございますウェンディ講師！」

「お早うございます！　今日はうちの屋台にもぜひ来てくださいね！」

　などなどと、まわりの生徒たちからウェンディに、敬礼とともにあいさつの声が飛んで来る。

　……あー。そういえばこの人、ここの講師もやってるんだっけ。

　生徒たちのあいさつには、型どおりの礼れい儀ぎ以上のものがこもっていた。

　あたしから見れば、ちょっとダメっぽい人にしか見えないウェンディも、講師としてはなかなか人気があるらしい。

　彼女といっしょにいるあたしを目にして、

「お連れのお子さんはどちらさんです？」

　などとぬかす奴やつがいて、ちょっぴり殺意が湧わいたりすることもあるけれど。

　まあ確かに、男がほとんどの軍学校。生徒たちは、あたしと同じかちょっと上くらいの年代とはいえ、みんな体格のいい奴ばかり。

　そんな中に、平均よりほんのちょっと小こ柄がらなあたしが混じると、本当の歳としよりやや若く見られても仕方ないのかもしんないけれど。

　お子さんはないだろうお子さんは。

　あたしの殺意を感じてか、ウェンディがあわてて、今日の特別講師だと説明すれば、あたしを見る生徒のまなざしに、ちょっと尊敬の念が混じったので良しとするけど。

　そんなやりとりをかわしつつ、あたしたちが進んでいると。

「お早うございますミス・ウィルキンス」

　響ひびいた凜りんとした声に、生徒たちの間にはりつめた空気がひろがった。

　ふり向けば。

　そこに、一人の女がいた。

　……ちなみにミス・ウィルキンスというのはむろん、ウェンディのことなのだが、そんなことより──

　女は二十歳を少し過ぎた頃ころだろうか。すらりと背は高く、漆しつ黒こくの長い髪かみに、ゆったりとしたブルーのドレスがよく似合っている。

　かなりの美人ではあるが──今日の祭りに訪れる男たちの中に、彼女をナンパしようと思う奴はたぶんいないだろう。

　なぜなら。

　彼女の手には、自分の身長より大きなカマが握にぎられているのだから。

　──昨日の──！

　動どう揺ようが表情に出そうになるのを、あたしはすんでの所でおさえた。

　口調や態度は全然違ちがっているが、声は昨夜聞いたのと同じ。

「あ。ジャクリーヌさん。お早うございます。

　いい天気になってよかったですねぇ」

　ウェンディは屈くつ託たくのないにこにこ笑え顔がおで、女──ジャクリーヌにあいさつをする。

「そうですね。──ところで」

　と、ジャクリーヌはあたしに鋭するどい視線を投げかけて、

「ひょっとしてそちらの方が、今日の特別講師の？」

　あたしはなんとか笑顔を作ると、こくりとうなずき、

「リナ＝インバースです。今日はよろしくお願いします」

「お噂うわさは耳にしていますわ。

　ここの講師と警務を担当しております、ジャクリーヌ＝トランスと申します。

　あなたほどの方でしたらきっと、魔ま術じゆつをアレンジして使ったり、いろいろなことがおできになるんでしょうね。

　今日の講こう演えん、楽しみにしておりますわ」

「いえいえ。あたしのつたない話がお役に立てればいいんですが」

　社交辞令をそつなくこなし、しかし二人の間には、はりつめた空気が漂ただよって。

「──それでは私は見回りがありますので後ほど」

　言うと彼女はきびすを返し、人ごみの中へと去ってゆく。

　後ろ姿が見えなくなるのを待ってから、

「……完全に目ぇつけられたわね……」

　ウェンディにだけ聞こえる声でぽつりと言うと、彼女は、きょとんっ、とした顔で、

「え？　何のことです？」

「──ってやっぱし気づいてなかったんかあんたはっ！」

　あたしは彼女の肩かたを抱だき寄せて、まわりの生徒たちには聞こえないよう、耳もとでツッコミを入れる。

　とうてい役者とは思えないウェンディがふつーに話をしてたんで、そんなことじゃあないかと思ったんだけど……

「気づいてないって……何がです？」

「だからっ！　あのジャクリーヌって人、きのう教室棟とうであたしたちを追っかけ回した人でしょーがっ！」

「……え……

　えええんぐっ！」

　驚おどろきの声を上げようとした彼女の口をとっさにおさえ、

「大声上げないっ！　きのうここに忍しのび込こんだこと、ないしょでしょっ!?」

　彼女が小さくうなずくのを待ち、おさえた手を離はなせば、

「……け……けど、きのう私たちを追いかけてきた見回りの人とは、口ぶりなんかも全然違いますし……」

「じゃあ聞くけど。ここには、でっかいカマ持った女の人が何人もいるわけ？」

　問えば彼女は、はっとして、

「本当だ！　他にはいませんっ！」

　まあそりゃあそうだろう。

　そもそもでっかいカマなんて、見た目のコワさはともかくとして、武器としては使いにくいシロモノである。



    

  
    
      　ただでさえ女性人口が少ない軍学校で、ンなものを持ってうろつく女がそう何人もいるはずがない。

「でもって。

　たぶん向こうも、きのう忍び込んだのがあたしたちだってこと、気づいたみたいよ」

「そんな……まさか！」

　まさかも何も。彼女が言ったことばを考えれば明々白々。

　アレンジした明かりライテイングの術をさんざんぶっ放し、呪じゆ文もんで空を飛んで逃にげたのだ。相手が魔ま道どう士しだと思わない方がどうかしている。

　でもってひょっとしたら、はっきりとかぼんやりとかはわからないが、あたしたちの後ろ姿くらいは見たかもしれない。

　忘れ物を取ってきただけだったからか、特に追つい及きゆうされたりはしなかったが……

「さーて。何ごともなく済めばいーんだけどね」

　ごたごたの予感を胸に抱いだきつつ、あたしは祭りの中へと足を進めるのだった──



（アカデミー・フェスタ：‥つづく）



    

  
    
      






　次回予告



　いよいよ祭りのその当日！　とはいえ警務のジャクリーヌに、完全に目をつけられたリナ！

　祭りは果たして何事もなく終わるのか!?　もし本当に何事もなく終わったら、やっぱり読者のみなさんは怒おこるのか!?

　え!?　何をおっしゃってるんですか担当さん！　実は先の展開を全然考えていないなんて、そんなわけないじゃあないですか！

　そんなささいなことはさておいて、次回『アカデミー・フェスタ』後編！

　屋台の食べ物がなんであんなに美お味いしく感じられるのか、レポートにまとめつつ待て！



    

  
    
      
        アカデミー・フェスタ［後編］



      

    

  
    
      

　焼き鳥、クレープ、ポップコーン。ジュースにスープ、バーベキュー。

　道の左右に並ぶ食べ物の屋台を、順に買い食いを続けながら、あたしは校舎の方へと向かいゆく。

　生徒たちのやっている屋台。味の方は推おして知るべしだが、祭りの空気は至上のスパイスになっている。

「……まだ食べるんですかリナさん」

「何言ってんのよウェンディ」

　あたしといっしょに歩きつつ、あきれた調子で言うウェンディに、あたしもあきれた口調で返す。

「こーゆーのは食べられる時に食べとかないと。あとで、なんて言ってるうちに、味のいい店が売り切れちゃうことなんてザラにあるんだから」

「たしかによくありますけど。今日は特別講こう演えんをしてもらうためにお連れしたわけですから……」

　たぶんウェンディは、あたしが祭りでハメを外して、何か失敗をするんじゃないか、と心配しているのだろう。

「だいじょーぶ。講演はちゃんとやる。その上でお祭りも楽しむ。でなきゃソンでしょ？」

「それはそうですけど……」

　言いつつも、ウェンディはいまだちょっぴり心配顔で──

　だがその時！

　異い変へんは突とつ然ぜんに起きた！

　あたりを埋うめる祭りの喧けん噪そう。その一角に突とつ如じよいくつもの悲鳴がわき起こる！

　見ればこちらに向かって逃にげ来る生徒や一いつ般ぱん入場者！

　悲鳴に混じって聞こえるのは、誰だれかの上げる警告の叫さけび！

「気をつけろ！　軍ぐん曹そう喫きつ茶さから暴れ軍曹が逃げ出したぞ！」

「はぁっ!?」

　思わずあたしは声を上げ、説明を求めてウェンディを見やれば、彼女はうなずき、

「──ということだそうです！」

「『ということ』ってどーゆーことっ!?

　なんで軍人があばれてんのっ!?」

「何言ってるんですリナさん！　なにしろ軍曹なんですよ軍曹！

　祭りなんていうイベントがあれば、暴ぼう走そうするのは当たり前ですよ！」



    

  
    
      「いや間ま違ちがってるから！　その思い込み間違ってるから！」

「そんなこと言っても実際に暴れているんですからっ！」

　たしかにその通り。いくらことばで否定しても、駆かけ逃げまどう人たちが消えてなくなるわけもなく。

　いや。それどころか、悲鳴に混じり──

　……グゥゥゥゥンソォォォォォォ……

　聞こえる軍曹の鳴き声（？）は、あからさまに、こちらに向かって近づいて来る！

　ウェンディは身構えると、きっ、とそちらに目をやって、

「話はここまでですリナさん！　来ます！」

「なんであたしが倒たおすみたいなノリになってんのよっ!?」

　ツッコミを入れたまさにその瞬しゆん間かん。

　まわりを駆け逃げていた人波がとだえる。

　予感を覚えて目をやれば、そこには佇たたずむ影かげ一つ！

　手にした得え物ものは剣けんではなく材木。身を包むのは使い込まれた鎧よろい。

　鎧の肩かたには階級章だろうか。赤地に白い星五つ。

　これが──軍曹。

　その肩の階級章を目にして、ウェンディが小さく息を呑のむ。

「……階級章が攻こう撃げき色に染まっている……」

　いや、さすがにもともとあの色だろ。それは。

　ツッコミの一つも入れたいところだが、あたしはすでに呪じゆ文もんの詠えい唱しように入っている！

　まわりには祭りの参加者たち。へたな術をぶっ放して外れれば彼らを巻き込むことになるが──

　へたな術を使わなければ済むだけの話！

「爆裂陣メガ・ブランドっ！」



　づどんぐ。



　あたしの『力あることば』と同時に、相手の足下の土砂がはじけてふき上がり、軍曹をまともに吹ふき飛ばす！

　おお、とどよめくまわりの人たち。

　吹っ飛ばされた軍曹は、べてり、と地に落ち気を失う。

　とーぜんまわりに被ひ害がいはなし。軍曹も鎧をつけてる以上、死にゃしないだろう。

「はい、おしまい」

　あたしはマントの端はしをつまんで、一礼しながら終結宣言。

　おぉぉぉぉぉぉぉ。ぱちぱちぱちぱち。

　まわりで起きる拍はく手しゆと感かん嘆たんの声。

　だがその群衆の中──

　視界の隅すみに映ったのは、庭木の陰かげからこちらを窺うかがうジャクリーヌの姿。

　──まさか──

　ある想像が頭をよぎる。

　と、視線が合うか合わぬかのうちに、ジャクリーヌは木陰から歩み出て、人波かきわけこちらに来ると、あたしに向かって軍隊式の敬礼を送り、

「鎮ちん圧あつご協力感謝いたしますわ。

　本来なら軍曹の暴走を止めるのは私の任務なのですけれど」

　言うのにあたしもうなずいて、

「いえ。けど暴走の原因は何なんです？」

　問えば彼女は、真顔で小さくうなずくと、

「それは……

　軍曹というのはそういうものだから、です」

「そんな理由があるかぁぁぁぁっ！」

　思わず声を荒あららげるあたしに、対してジャクリーヌは淡たん々たんと、

「一つ上下の階級の曹そう長ちようや伍ご長ちようは何ともないのに、この階級に限り、問題を起こすか大活かつ躍やくをするかの二つに一つ。

　古来より、軍曹という立ち位置ポジシヨンはそういうものなのです。

　なぜこんな現象が起こるのか。人類の英知はいまだその理由を解明するには至っていませんが、いずれにしてもこれはもう、いってしまえば一種の宿命、大宇宙の摂せつ理りのようなものですわ」

「摂理とまでッ!?」

　さらにツッコミを入れようとして──あたしのことばが凍こおりつく。

　ようやく気づいたのだ。まわりの空気に。

　ウェンディ、そしてあたりにいる軍学校の生徒たちとおぼしき面々の表情は、ジャクリーヌの解説こそが正しいと物語っていた。

　………………ええっと………………

　みんな納得してるってことは……やっぱしそーゆーものなんだろーか……

「……まあ……原因の究明はそっちのしごとだし……」

　もちろん納得できないけれど、仕方なくあたしはことばを濁にごした。

　ジャクリーヌはうなずくと、でっかいカマは右手に持ったまま、空いた左手一本で、気を失ったままの軍曹の後ろえり首をひっ掴つかむと、

「ともあれ、ゲストの方にご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありません。

　事後処理はこちらでやっておきますので、どうか祭りをお楽しみください」

　言って彼女はきびすを返し、軍曹をずるずる引きずり、去ってゆく。

　──去り際に彼女が浮うかべた小さな笑みが、あたしには、意味ありげなものに見えて仕方なかった──



　教室棟とうの中に入ると、祭りのにぎわいは一層増す。

　各教室ではいろんな出し物をやっていて、廊ろう下かは呼び込みの生徒と通行人。

　その通行人をかきわけて、あたしとウェンディは、三階にあるゲスト控ひかえ室へと向かっていた。

「けど控え室って、なんで教室棟の三階なわけ？　別の建たて物ものとかにした方が良さそうな気がするんだけど！」

　あたりのざわめきに負けないよう、大きな声で尋たずねるあたしに、ウェンディもまた大きな声で、

「武器庫や馬小屋ってわけにいきませんし、教師棟は軍関係の資料とかがあるので、いろいろ不都合があるんです。

　で、比ひ較かく的てき通行量の少ない三階の端はしの部へ屋やということになっています」

「なるほど」

　階段にたどり着き、二人で上へと向かいながら、

「ところでウェンディ。

　聞きたいんだけど、ジャクリーヌさんって規則にはうるさい方？」

「そりゃあ、ここの警務を任されるほどの人ですから。規律に違い反はんした者には全力をもって死を与あたえる、くらいのいきおいです。

　もっぱら生徒に対して、ですけれどね」

「……やっぱし……」

　つぶやきは、ウェンディにも聞こえないように漏もらす。

「？　何か気になることでもあるんですかリナさん？」

「ん、単に、どういう人かなー、って」

　と、適当にごまかした。

　実のところを言うならば。

　ある考えが、あたしの頭には浮かんでいた。

　けど少なくとも今の段階では、それは単なる想像にしか過ぎない。

　階段を上がって三階に着くと、人の数は少なくなる。

　とはいえそれはあくまでも、下の階に比べての話。ウェンディがお目当てかゲストのあたしが珍めずらしいのか、こちらに注目する生徒らしき姿も多い。

　その三階の端はしっこに、『関係者のみ』とプレートの出た部屋があった。

　ウェンディはドアに手をかけ、立ち止まると、

「ここです。どうぞ」

　と、先を促うながす。

　あたしはそのまま進み、ウェンディはドアを開──

　──その瞬しゆん間かん。

　あたしが覚えた感覚を、何と呼ぶべきだろうか。

　違い和わ感かんとか予感とか、そうとしか言いようのない思いに突つき動かされ、あたしはとっさに後ろに飛び退のいていた！

　同時にウェンディはドアを開け──

　どごんっ！

　重い音は目の前の床ゆかから響ひびいた。

　たった今、あたしがくぐろうとしていたドアの先。そこには小さな四角い物体が転がっていた。

　魔ま道どう士し協きよう会かいなどでも見たことのある、これは──黒板消し!?

　黒板に書いた白はく墨ぼくの文字を消す道具だが、普ふ通つうは綿を詰つめた布を、木き枠わくにはめ込んだものである。

　だが目の前に落ちているこれは、布の部分は普通だが、枠は鉄のにぶいかがやきを帯びていた。

　あたしはとっさに廊ろう下かを見やる。行き来する人波の向こう、ジャクリーヌのトレードマークの大きなカマが確かに見えた。

　そんなことには気づきもせずに、ウェンディはのんきな声で、

「──あら。ドアに黒板消しなんて、古典的なイタズラですね」

「『古典的ないたずら』で済ますなぁぁっ！

　つかこの黒板消し、鉄製よねっ!?」

　言えばこくりとうなずいて、

「ええ。頑がん丈じようですし日々の筋力鍛たん錬れんにもなりますし、いざという時にも役に立つ、すぐれものです」

「いざという時って何!?　とゆーかこんな重量物、直ちよく撃げきされたら頭割れるわっ！」

　もちろんのこと。

　ドアをちょっと開いてはさんであったわけではない。それなら外から見てすぐわかる。

　支えの木ぎれを組み合わせ、ドアの外からはしかけが見えないようになっていたのだ。

　しかも鉄枠製の重量物。落下音は『ぽすっ』ではなく『どごんっ』である。

　しかけた相手の殺意すら、なんだかにじみ出している。

　そしてたった今、人波の中に見えたカマ。

　さきほどは単なる想像だったものが、なんだか現実味を帯びはじめる。

　けれどウェンディは危機感皆かい無むで、

「まあまあリナさん。

　お祭りですから、ちょっとハメを外したがる生徒だって出ますよ。

　とりあえず、ここでひと休みして」

　……もちろん納得はいかないが、文句を言ってもウェンディを納得させられるとは思えない。おとなしく、うながされるまま部屋へと入る。

　他にも罠わなとかがしかけてあるんじゃあないかとあちこちを調べてみるが、おかしな様子は特にない。

　考えすぎだったか、とイスに腰こしかけて──

　まさにその時。

「気をつけろ！　お化け屋や敷しきから暴れ合キ成メ獣ラが逃げ出したぞ！　三階の控え室の方に向かってる！」

　廊下から聞こえる悲鳴と生徒の声。

「……おいおい……」

　あたしはうんざりとつぶやくと、口の中で呪じゆ文もんを唱えつつ、仕方なく廊下へと向かったのだった──



　トラブルは、怒ど濤とうのごとく押おし寄せた。

　あばれ軍曹にはじまって、あばれキメラにあばれ馬、あばれ石人形ゴーレムに果てはあばれ郷土資料まで。

　そのことごとくが、あたしとウェンディ、二人のいる所に向かってやって来る。

　もちろんあたしとウェンディは、控え室でじっとしていたわけではない。

　あばれキメラをあたしが攻こう撃げき呪文一発で片づけたあと、適当な理由をつけてあちこち歩き回ってみたのだが、行く先々でそんな事件がもち上がる。

　もちろんあたしがことごとく、攻撃呪文で片づけてはいるのだが……まわりの人たちを巻き込まないようにするのがなかなかめんどうくさい。

　でもって事件が落ち着いたそのあとに、必ずのこのこ出てくるジャクリーヌ。

「……こうなったらもう間ま違ちがいないわね」

　あたしが確信を込めてつぶやいたのは、お昼になる少し前。校庭で襲おそい来たあばれ郷土資料を、氷系の攻撃呪文で封ふうじたあと、二人であたりを歩きながらのことだった。

「え？　何がです？」

　あいもかわらずのんきな調子で問うウェンディに、あたしは、他の人の耳には届かないように声をひそめて、自分の想像──いや、もはや確信に変わった考えを述べる。

「この一連のトラブル……間違いなくあたしたちが狙ねらわれてるわ」

「……まさか！　そんな！」

　小さな悲鳴を上げるウェンディ。

　いや、さすがにそれくらいは気づいていてほしかったんだが。

「ここまで変なことが続いてるのよ。これが全部ただの偶ぐう然ぜんだって思う？」

　問えば彼女は瞳ひとみを揺ゆらし、

「……そういえば……いつものお祭りに比べて、今年はちょっと色々起こりすぎてるような気はしますけど……」

　そりゃあそうだろう。

　毎年毎年こんなペースで事件が起こり続けていたら、とっくの昔に問題になって、祭りは中止されている。

「けど……狙われているって、何の理由で誰だれに？」

　あたしはさらに彼女に近づくと、さらに声を小さくして、

「──ジャクリーヌよ」

「──!?」

　ウェンディが小さく息を呑のむ。

「きのうの晩、校舎に忍しのび込こんだあたしたちは、彼女に見つかって──それでもなんとか逃にげ出した。

　けどそれって、彼女からすれば、規則違い反はんをした人を取り逃がしたわけで、かなりの屈くつ辱じよくだったはずよ。

　でもって今け朝さ。

　彼女はきのうの侵しん入にゆう者しやがあたしたちだと確信した。

　あたしたちを追いつめる証しよう拠こはない。けど許せない。

　だから彼女は、手段を選ばす、あたしたちに罰ばつを与あたえることにした──

　もちろんこれも証拠のない、あたしの単なる想像だけど」

　もちろん他にもいろいろと、気になることはあるのだが、とりあえず早口で、あたしはざっと説明した。

　否定されるかとも思ったが、しかしウェンディは眉み間けんにシワを寄せ、

「……言われてみれば……

　ジャクリーヌさんの性格を考えたら、ありえない話じゃあありませんし……

　こう立て続けにいろんなものが暴ぼう走そうするというのも、ちょっと不自然ですね……」

　いや。『ちょっと』じゃないから。そこはあからさまに何かあるから。

「でも……だとしたらどうするんですか？」

「……そうね……」

　不安げに問われてあたしは口ごもる。

　問題はそこなのである。

　問いつめるにしても証拠がなさすぎる。事件のたびにジャクリーヌの姿を見かけたが、警務担当なんだから、事件が起きた所に行くのは当たり前、と言われればそれでおしまいである。

　なら──

「いっそジャクリーヌさんを直接問いつめてみるとか……？」

　おずおずと言うウェンディに、あたしは左右に首を振ふる。

「いえ。

　証拠もなしに問いつめたりしたら、言い逃のがれられた上に、こっちが悪者にされるのがオチよ。

　ここは地道に、証拠になりそうな材料を集めて行くしかないわね」

「けど……そんなのんびりとしたことを言ってるうちに……」

「──気をつけろ！　食堂から暴れ食材が逃げ出したぞ！」

　校庭に響ひびく誰かの声！

　また来たっ！

　目をやれば、逃げまどう人波をかきわけて突とつ進しんして来る一頭の野牛！

　ここの食堂では生きた野牛を食材に使っとるんかっ!?

　ツッコミは心の中だけにして、

「ウェンディ！　へたに動かないで！」

「は、はい！」

　あたしは彼女に指示をして、口の中で呪じゆ文もんを唱えはじめる！

　だが野牛の突進速度はかなり速い！　たぶん呪文の完成は間に合わない！

　あたしは迷わずマントを外し、相手に向かってひろげてみせる！

　目前へと迫せまったその瞬しゆん間かん！

　あたしは手にしたマントを放して大きく横に跳とび退すさる！

　野牛は頭からマントに突つっ込こみ、そのままのいきおいで、マントの後ろにいたウェンディをはね飛ばす！

「のもっひぃ!?」

　変な悲鳴を上げて派手に吹ふっ飛ぶウェンディ！　視界を奪うばわれ、何かにぶつかった野牛は歩調をゆるめている！

　そこにすかさず、あたしは完成した呪文をたたき込む！

「氷の槍アイシクル・ランスっ！」

　こきぃぃぃぃぃぃんっ！

　解き放った冷気の槍やりは、狙ねらい違たがわず野牛を氷漬づけ！

　もちろんまわりの人たちに、一切被ひ害がいは及およんでいない！　ウェンディを除いては！

　あたりをぐるりと見回すと、少し離はなれてジャクリーヌの姿！　ちょっとあきれたような表情でこちらを見ていた。

　おっし！　作戦通り！

　事件にウェンディを巻き込んで、ジャクリーヌの復ふく讐しゆう心を満足させる！　それでこれ以上のいやがらせをしなくなれば、あたしの方はもう安心っ！

　これこそあたしの真の計画！　もちろんウェンディには言えないけれどっ！

「……リ……リナさん……？」

　名前を呼ばれて目をやれば、そこにはよろふら立ち上がるウェンディ！

　おお。もう立ち直るとは。思ったよりもタフである。

「ひょっとして今……私のこと見み捨すてませんでした……？」

　怨うらみがましいまなざしで詰つめ寄る彼女に、あたしはぱたぱた手を振ふって、

「や。そんなことないって。相手の突とつ進しんスピードが、予想より速かったってだけで。

　そもそも恨うらむなら、あたしじゃなくて、牛か暴走の原因でしょ？」

「……それは……そう……ですけど……」

　彼女の返事にあたしはうなずき、ジャクリーヌの方へと笑え顔がおを向けて、

「──というわけでジャクリーヌさん、あとの処理はお願いします」

　言うとあたしは答えも待たず、ウェンディとともに、そそくさとその場を離れたのだった──



　そしてまた。

「めんそぃー。」

　変な悲鳴を上げながら、ウェンディが吹っ飛んだ。

　これで本日四回目。

　二人してお昼ごはんを食べたあとも、やっぱしいろんな事件は続いた。

　あばれカピバラ、あばれ茶ちや巾きん絞しぼりにあばれシェフ。

　ほとんどひっきりなしにいろんなモノがあばれて来て、そのたびにウェンディが吹っ飛ばされてあたしが呪文で暴走を止める。

　ジャクリーヌの方は、どんどん複雑な表情になって来てはいるものの、いまだいやがらせは続いている。

　しかしっ！　もうあとひと息と見たっ！

　このままウェンディが吹っ飛ばされ続けてくれれば──

「──リナさん……」

「うっわ!?」

　突とつ然ぜん耳もとでウェンディにつぶやかれ、あたしは思わず声を上げて身を引いた。

　彼かの女じよは何度も吹っ飛ばされたせいで、髪かみは乱れて服のあちこちはすり切れて、なかなかソーゼツな格好になっている。怨みがましい声と視線をあたしに向けて、

「さっきから……わざと私のことを見捨ててますよね……」

　心は痛むがこれも策さく！　すべてはあたしの身の安全のため！

　あたしは一点の曇くもりもない、ほがらかな笑みを浮かべてみせて、

「そんなわけないでしょ。

　相手のやりくちが、ほんのちょっと、あたしの対応力を上回ってるだけ。

　けどだいじょーぶ。あたしは無事だし」

「自分だけですかぁぁぁっ！　私はどうなるんですかぁぁぁぁぁっ!?」

　涙目で抗こう議ぎの声を上げられて、さすがにあたしは声をひそめて、

「けどそんなこと言われても……そもそもあなたが昨日、忘れ物なんてしなければ何も起こらなかったんだし」

「うっ……」

　ウェンディは小さく呻うめくと、きっ！　と鋭するどいまなざしで、

「ジャクリーヌ先生っ！」

　呼びかけたのは、あたしではなく、またまた『事後処理』にやって来ていたジャクリーヌにだった。

「いいかげんにしてもらえませんかっ！」

　突とつ然ぜんのことに、ジャクリーヌは一いつ瞬しゆん大きく目を見開くが、すぐに表情を消して、

「何の話です？」

　問う声には、みじんの動どう揺ようすらもない。

　ジャクリーヌとウェンディ、二人の視線がしばしからみ合い──

「……おわかりにならない、というのなら、それでもいいです！」

　ウェンディは視線に力を込めたまま、びっ！　とジャクリーヌを指さして、

「こうなったら勝負してもらいますっ！　リナさんとっ！」

「あたしかっ!?」

「……ほう」

　ジャクリーヌの目が、すいっ、と細まる。

「なぜそんなことを……と言いたい所ですけれど、噂うわさに聞いたリナ＝インバースさん。実戦をくぐり抜ぬけた魔ま道どう士しというのがどういった戦い方をするのか、個人的に興味はありますね。

　もしよければ、模範試合エキジビシヨン・マツチということで一手お手合わせ願えますでしょうか。

　勝ち負けに関係なく、遺い恨こんは抱いだかない、ということで」

「……なるほどね……」

　提案にあたしはつぶやいた。

　ジャクリーヌは、自分と戦って白黒つければ、これ以上のちょっかいはかけない、と暗に言っているわけである。

　……そういうことか……

　ならば。

「かまわないわ。

　じゃ、どっか広い所で。

　ハデな攻こう撃げき呪じゆ文もんって、子供が泣いたり心臓の弱い人とかにはちょっとキツかったりするから、見学は軍学校の生徒たちだけ、ってことでどう？」

「わかりました。生徒たちへの見学授業という形で用意させます」

　ジャクリーヌは深々とうなずいて。

　かくて。

　あたしとジャクリーヌは、ついに直接対決をすることとなったのだった！



　大地にかわいた風が吹く。

　わりと広い中庭のまわりを軍学校の生徒たちがぐるりと囲み、教室棟とうの窓からも、見物人たちが顔を覗のぞかせている。

　そんな人の輪の一角には、こちらを見やるウェンディの姿もあった。

「これより、特別講師リナ＝インバースと、ジャクリーヌ＝トランスのエキジビション・マッチを執とり行います！」

　風の中、ジャクリーヌが朗々たる声で宣言する。

　彼女が持つのはあいもかわらず、でっかいカマ。目立った武器はそれ一つ。

　もちろん、小さな刃は物ものなんかを隠かくし持っている可能性はあるのだが。

　彼女は続ける。

「実戦経験のある魔道士がどういった戦い方をするのか、よく見ておきなさい！」

　言うと彼女はあたしに目をやり──

「こっちからも一つ」

　あたしは右手を上げると、まわりのみんなに向かって声を上げる。

「参考のための模も擬ぎ戦せんということなんで、こっちも実戦に近い戦い方をします。

　ただし認識してほしいのが、振ふられた剣けんは寸止めできても、一いつ旦たん放たれた攻撃呪文の寸止めはできない、ということです。

　流れ弾だまにはくれぐれも各自注意の上で見学お願いします」

　流れ弾、ということばに、一いつ瞬しゆんざわつく生徒たち。

　あたしはそれを無視すると、ジャクリーヌに目をやって、

「じゃあスタートの合図はそちらがお願いします」

　言うと数歩退さがって間合いを取る。

　ジャクリーヌはうなずくと、

「ではこれより試合を開始します！

　レディ……

　スタート！」

　合図と同時に彼女はあたしに向かって猛もうダッシュ！　こちらに呪文を使ういとまを与あたえず接近戦に持ち込むつもりである！

　だがそう来ることは予想済み！　あたしも開始と同時に後ろに跳とび駆かけて距きよ離りを取る。

　もちろん正面向きに駆ける彼女の方が圧あつ倒とう的に速いが、追いつかれるよりも先に、こちらの呪文が完成した！

　迷わず即そく座ざに解き放つ！

「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウインっ！」



　ぼばがぁんっ！



　解き放ったのはミもフタもない無差別広域攻撃呪文！

　はじけた颶ぐ風ふうがあたりのものを、片かたっ端ぱしからなぎ散らす！

　吹っ飛ぶジャクリーヌと見物人！　彼らが上げた悲鳴さえ吹き狂くるう風がかき消した！

　勝負は──その一瞬でついた。

　あとには倒たおれて呻うめく人々。

　まあ、しょせんは風を吹かせる術である。あたしの警告を聞いてちゃんと受け身ができていれば、そんなにひどい痛いた手では受けていないはずだが。

　そこに。

「あっははははははははははは！」

　響ひびいた場違いな笑い声は、術の攻撃範はん囲いからは外れていた、ウェンディの上げたものだった。

　彼かの女じよは涙なみだすら浮うかべつつ、しんそこ愉ゆ快かいそうに笑いながら、

「やられました！　負け負け！　ジャクリーヌさん、私たちの完敗ですよ！」

　呼びかけに、ジャクリーヌはよろよろと、なんとか上半身だけを起こし、あたしの方に目をやると、

「……いつ……気づきました……？」

「大体わかるでしょ」

　と、あたし。

「しょっちゅう起きる暴走事件。自分が怪あやしいと言わんばかりに姿を見せる人物」

　単純に考えれば、あたしたちに対するジャクリーヌのいやがらせ。

　あたしも途と中ちゆうまではそう信じていた。

「でも、暴走させるのは一人ででもできるけど、暴走したものを正確な場所に誘ゆう導どうするのは一人じゃあむずかしいわ。

　そこがずっと気になってたのよ。

　少なくない数の協力者がいて、暴走したものを狙ねらいの場所に誘導している、と考えるのが自然だけど、事件の主犯に、そんな根回しと準備をする時間はないはず。

　けど事件は実際に起きた。

　なら、こう考えるしかないわ。

　学校の人たちほとんどみんながグルで、これはずっと前から計画されていたことだったんだ、って。

　目的はたぶん──ゲストに本気のエキジビション・マッチをやらせるため、ね。

　もちろんその場合──」

　と、あたしはウェンディを見やり、

「あなたもとーぜん一枚噛かんでる、ってことになるけどね」

　対する彼女の返事は──笑え顔がお。

　つまりはそういうことなのだ。

　ウェンディが、学校内に書類を忘れて来た所から、全部仕組まれていたのである。

　ジャクリーヌがそこであたしの実力を推おし量はかり、お祭りの当日、生徒の目の前でいろんなものを暴走させてけしかける。

　これはたぶん、すべてはジャクリーヌのしわざと思わせるとともに、ゲストの対応や実力を生徒たちに見せるため、という狙いがあったのだろう。

　現に、生徒から見えない所でのいやがらせは一切なかった。

　でもって生徒たちは、暴走させたものをあたしの方に誘導する役目を負っていたのだろう。

　本来は、がまんできなくなったゲストの方がジャクリーヌにケンカを売って模も擬ぎ戦せんになる、というすじがきだったのだろうが。

「結局、リナさんは途と中ちゆうで私わたしたちの計画を見み抜ぬいた」

　と、今度はウェンディ。

「途中から、暴走したモノに私だけをわざと巻き込こんだのは、気づいていることの意思表示──ですね？」

　ウェンディの指し摘てきにうなずくあたし。

　……いやまあ本当は、気がついたのは、エキジビション・マッチの提案を聞いた時だったのだが。

　まさか、『実はアレはウェンディをイケニエにしようと思っただけで』などと口に出すわけにもいかず、もっと早くから気づいていたようにふるまってみる。

「私がたまらず対戦を提案した時。

　リナさんは最初から、みんな吹き飛ばすつもりで、適当な理由をつけて一いつ般ぱん参加客を排はい除じよさせた。

　その提案に乗った時点でジャクリーヌさんはかなり不利になるわけです。

　他にもいろいろ、細かい工夫をしていらっしゃったみたいですが……

　ともあれ、スタートの合図の前から自分にとって有利な状じよう況きようを作り上げて、必然的に勝利したというわけです」

　──へえ──

　ウェンディの指摘に、あたしは内心舌を巻く。

　まさに彼女の言う通り。だがそのへんを見て取るとは──ひょっとするとウェンディって、実は結構やる人だったりするのかも。

　あたしは小さく肩かたをすくめて、

「ま、距きよ離りを詰つめられて仕し込こみ刀で手数を出されるとめんどーだから。手早く片づくように、ね」

「──な──!?」

　あたしの説明に驚おどろきの声を上げたのはジャクリーヌ。

　自らの身を支える大ガマに、ちらりと一瞬目をやって、

「なんで……仕込みだと……？」

　やっぱし図星か。

「そりゃあ。『実戦に近いエキジビション・マッチ』って言ってるのに、実戦に向いてると思えないモノなんて持ってるんだし。

　仕込みの可能性くらい考えるわよ。

　けどわかんないのは、なんでここまで回りくどいことをしたか、ってこと。

　フツーにエキジビション・マッチと講演、って形で依い頼らいすればいいのに」

　問いにはウェンディが苦笑して、

「生徒たちの中には、力が全すべて、と考える者も多いですからね。

　講演だけじゃあ話を聞いても右の耳から左の耳へ。

　ですからまず、ゲストの方の実力を見せる必要があるんですが。

　依頼という形を取ると、やはり本気を出していただけない場合が多いんです。

　リナさんだって、もしもこれが依頼なら、まわりの生徒たちごと相手を吹ふっ飛ばす、なんてことはなさらなかったでしょう？

　それでは勉強になりませんから」

「……なるほど……」

　と、今度はあたしが苦笑する。

　たしかにこれが依頼なら、生徒を巻き込んだら礼金を減らされるんじゃないか、という考えが働いただろう。

「生徒のみんなも、これでリナさんの実力もわかったと思いますが──それでは！」

　ウェンディは声を強め、まわりの生徒たちに宣言する。

「予定と開始時刻と場所は違ちがいますが、これより、今回のゲスト、リナ＝インバースさんによる特別講演をはじめたいと思います！

　よろしいですね！」

　わき起こる万ばん雷らいの拍はく手しゆ。

　となればあたしも、ヤだとは言えない。

　小さなせき払ばらい一つして、あたしは促うながされるまま、講演をはじめたのだった──



　空を染める夕日の色が藍あいに変わる頃ころ、一日の終わりとともに祭りも終わる。

　講演は──控ひかえめに言って大好評。終わったとたんに拍手の嵐あらし。生徒たちや、聞いていた講師陣じんからも質問がどんどん飛んできて、結局ひと息ついた時には、祭りの終わりとなっていた。

　祭りの終わりは、いつもどこかもの悲しい。

　悲しいはずだ。

　だとゆーのに。

「それじゃあリナさん。夕食でもとりながら、いろいろ話を聞かせてもらいますね」

　あたしの首に腕うでを回し、がっちりホールドしたままで、ジャクリーヌは上じよう機き嫌げんな笑え顔がおで言った。

「私は各地の変わった風物や慣習の話を聞きたいですね」

　と、これはウェンディ。

　ほかにもあたしのまわりには、男女とり混ぜ軍学校の講師たちが十人ばかり。

　……なんという……気に入られた……とゆーか気に入られすぎた……

　そのあと。

　懇こん親しん会かいという名目で、酒場兼けんメシ屋に連れて行かれてえんえんと話をさせられて、あたしが解放されたのは、翌日の夜明けになってからのこと。

　……結局のところ。

　エキジビジョン・マッチや懇親会での語りがタダ働きだと気づいたのは、街をあとにしてからのことだった──

（アカデミー・フェスタ：‥完）



    

  
    
      
        守れ！　我らが伝統文化！



      

    

  
    
      

「てめぇ、さてはウェイトレスだな!?」

　わけのわかんない呼びかけに、あたしは眉まゆをひそめて足を止めた。

　山あいを行く小さな街道。あたしの他に人通りはなく。

　だがしかし。

　行く手のしげみに潜ひそむ気配は、しばらく前から察知していた。

　たぶん野や盗とうのたぐいだろうと、気持ちの準備はしていたのだが──

　まさかいきなり、ウェイトレス呼ばわりされるとは思っていなかった。

　こちらが足を止めると同時に、しげみががさりと一つ揺ゆれ、現れ出たのは一人の男。

　真まっ赤かな髪かみに、左の頬ほおにはギザギザのイレズミ。革のジャケットに、腰こしのベルトには大ぶりなナイフ。

　山さん賊ぞく、野盗というよりも、町のチンピラといった感じだが……

　いずれにしても、何ゆえウェイトレス呼ばわり!?

　ちなみにこのあたしリナ＝インバースのスタイルは、黒いマントに黒バンダナ、要所要所に宝石の護符ジユエルズ・アミユレツト。どこから見ても魔ま道どう士しスタイル。

「……どうやったらウェイトレスに見えるわけ？」

「においだよ！」

　男は声のトーンをはね上げる。

「格好はとにかく、てめぇからはちょっとだけ、ウェイトレスのにおいがするんだよ！」

「どんなにおいよ。それ」

「理り屈くつはともかく、わかるんだよォ！　今は違ちがっても、前にやってたか、身内にいるんだろ!?　ウェイトレスがよォォォォォッ！」

「──なっ……!?」

　男の指し摘てきに、あたしは小さく呻うめいていた。

　実を言うと。

　あたしの郷く里にの姉ちゃんは、バイトでウェイトレスをやっているのだ！

　しかもあたし、ごっこ半分で、姉ちゃんからウェイトレスの基本を教わったこともあるのである！

　それを感じ取ったというのか、この男は！

　──なんという──心の底からどーでもいい能力……！

　どこまでウェイトレスに興きよう味み津しん々しんなのか!?

「くくく……！　図星かぁ」

　あたしの反はん応のうに男はしたり顔で、

「悪いがウェイトレス経験者は、ここから先に行かせるわけにはいかねえんだ！」

「なにゆえっ!?」

「問答無用！　おとなしく──！」

　男は腰のナイフに手を伸のばし──

「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウインっ！」



　ぶばごぅおん！



　攻こう撃げき魔ま術じゆつの烈れつ風ぷうが、悲鳴を上げることすら許さず瞬しゆん時じに男を吹ふっ飛ばす！

　あたしの放った術ではない。呪じゆ文もんを解き放つ『力あることば』を紡つむいだあの声は──

「ほーっほっほっほ！　あぶないところだったわねリナ＝インバースっ！　けれどこんな所で出会うとはずいぶん奇き遇ぐうね！」

　聞き覚えのあるバカ笑いとともに、しげみの奥おくから街道に、現れ出る影かげ一つ！

　長い黒くろ髪かみ黒マント、トゲトゲつきのショルダー・ガードに首からドクロのネックレス！　むやみに露ろ出しゆつの多い服！

　寄るなさわるな何かがうつる！　良い子のみんなは指さすな！

　自じ称しようあたしのライバルこと、放し飼い厳禁魔道士白蛇サーペントのナーガ！

　──吹っ飛ばされた男の方は、しげみの奥で気絶したのか、はたまたとっとと逃にげたのか、もはや姿も気配もない。

　……結局何だったのかは謎なぞのままだが……

「と、いうわけでリナ！」

　ナーガはくそえらそーに大きく胸張り、ふぁさりっ、と髪をかき上げながら、

「助けてあげたんだから、伝統文化の保護を手つだいなさい！」

「………………デントォブンカノホゴ!?」

　伝統文化全否定の格好をした生き物に、ありえないことばを吐はき出され、あたしの声が裏返る。

「……ど……どぉいうことよ、それ……？」

「ふっ。ついて来るのね」

　言ってナーガは黒髪とマントをなびかせ、きびすを返す。

　──むろんのこと。

　ナーガなんかにつき合えばロクなことがないと、経験上はわかっている。

　だが、ナーガに『伝統文化の保護』なんぞと言わしめるとは、一体何があったのか？

　好こう奇き心しんには結局勝てず。

　あたしは、ナーガのあとについて歩き出したのだった。



　村の一角にある食堂には、重おも苦くるしい空気が立ちこめていた。

　集まっているのは村人たちだろう。女性の姿が多く目立つ。

「ふっ！　安心するといいわ！　この白蛇サーペントのナーガが助すけっ人とを連れて来たわよっ！」

　食堂の玄げん関かんをくぐるなり、ナーガが自信たっぷり宣言するが、反応は今ひとつ。

　何の集まりかは知らないが、すでに負けムードがにじみ出ている。

　とりあえず案内されるまま、テーブルの一つについて。

「あの……」

　店の奥から飲み物を運んで来たのは一人の女性。

　二十代半ばといった所だろうか。やわらかそうな金色の髪にすみれ色の瞳ひとみ。

　彼女はあたしとナーガの前に飲み物を置くと、ぺこりと一つ、おじぎして、

「はじめまして。私、この会のまとめ役をやっています、フォリシアといいます」

「リナよ。リナ＝インバース」

　名乗りが終わると彼女は席につき、

「……実は……」

　と、話を切り出した。

　──なんでもこのアラーナの村には、昔からの言い伝えがあるらしい。

　遠い昔、この地に降り立った魔ま物ものを聖者が退治して、実はその聖者は水すい竜りゆう王おうの化身だった、とかいうよくある話。

　でもって近くにある山に、その聖者を祀まつるほこらがあるんだとか。

　村の人たちは年に一回、聖者をしのぶささやかな祀りごとをしていたのだが──

　最近、この地方の領主ロードが代だい替がわりし、聖者を祀るその山を手に入れようと、いろいろ工作をはじめたという。

　どうやらロードは、このお祀りをイベントとして大々的にアレンジし、観光の目玉にしようとしているらしい。

　お祀りの盛り上げ案を持ってきたのだが、原形をとどめぬ案に村人の多くが反対。

　こーゆー場合のパターン通り、ロードは懐かい柔じゆう工作やいやがらせを開始。計画に賛成する者も出て、村はまっ二つに割れた。

　だがもしロードが強権を発動すれば、村人に抗あらがう術すべはない。

　そこで一計を案じた村人たちは、教会に仲裁を願い出たのだ。

　伝説の聖者が水竜王の化身なら、これは立派な水竜王信しん仰こう。行事の形を変えようとするのは神への冒ぼう涜とく──という理り屈くつをでっち上げたわけである。

　これには教会もロードも困った。

　教会はもちろんロードと対立などしたくはないが、神や信仰を持ち出されると、知るか、とは言えない。

　ロードも教会と対立したくはないが、だからといって引く気はない。

　そこで結局。

　教会の出した結論は、ロードと村、それぞれの代表で聖者を祀る儀ぎ式しきを執とり行い、よりふさわしい方に任せる、というものだった。

　つまりひらたく言うと、お祀り合戦で勝負をつけろ、とゆーことである。

　だがしかし。

　そのお祀り合戦を前にして、ロードは反対派への妨ぼう害がい工作をしかけてきたのだ！

　村人の抱だき込こみ工作はそれ以前からもあったが、変な連中を雇やとってロコツないやがらせをしかけてくる。中には度を超こしたいやがらせのせいで、ケガをする者もいたらしい。

　──フォリシアの説明を聞くうちに、あたしはふと疑念を抱いだいて口を開いた。

「……ところであたし、この村に来る途と中ちゆう、変な奴やつに、お前はウェイトレスか、って聞かれたの。

　たぶん相手はロードの雇ったちんぴらだと思うけど……祀りとウェイトレスって何の関係が？」

　問いに、フォリシアはしばし考えてから、

「祀りでは、祠ほこらの裏にある泉で水をまず汲くみます。そこから環状にのびた道沿いに、魔ま物ものを封ふうじたと言われる結界石が三箇か所しよありますので、順番に回って少しずつ水を注ぎ、ぐるりと一周して祠の聖者像に最後の水をかける、というものなんですが。

　その水を運ぶのは、杯カツプを載のせたトレイのようなものなんです。

　水をこぼさないように運ばなければならないので、似たような形でドリンクなどを運び慣れたウェイトレスなら適任、と考えて、そういう人を排はい除じよしようとしたんでしょうね。

　実際、村で食堂関係をやっている人たちへの懐かい柔じゆう工作はかなり強力なものでしたし」

「……なるほど……」

「ただ──」

　と、彼女は視線を伏ふせて、

「水を運ぶだけなら私たちにもできますが、これまでのことを考えると、途と中ちゆうで妨害があるのは確実です。

　祠と石の所には、審しん判ぱんとして教会から派は遣けんされた方々がいらっしゃるそうですが、途中は、人目につかない山道が、結構長い距きよ離り続きます。

　私たちにはさすがに、妨ぼう害がいをかわしてやりとげることは……」

　ため息をつく彼女にナーガはうなずいて、

「というわけでリナ、あなたにはその水運びをやってもらうわ。このわたしは向こうの選手の妨害担当ね」

「ちょっと待ってよナーガ」

　まるで話が決まったかのようなものいいに、あたしはあわてて待ったをかけた。

　水運びぐらいならできるだろうが、この話を受けると言ったおぼえはない。

「今の話を聞くと、たしかにロードのやり方は感心しないけど……

　村人の中にはアレンジ案に賛成してる人たちもいるわけでしょ？

　よそもののあたしたちが首を突つっ込こむのもどーかと思うんだけど」

　伝統文化を軽く見るつもりはないが、変わらないことが善だとは限らない。時代とともに移り変わることによって、何かが良くなることもある。

　……しかしナーガはなんだって、こんな話に噛かんだのか？　依い頼らい料りようがすごい、というわけでもなさそうだし……

　そのナーガはしかし、あたしの意見に、なぜか得意満面で、

「ふっ。リナ、このわたしも最初は今のあなたと同じことを口にしたものよ。

　しかぁしっ！

　ロードのリニューアル案を知ればあなたも気が変わるはず！

　フォリシア」

「は、はい」

　フォリシアは服のポケットから、がさがさと、乾かわいた羊皮紙を何枚か取り出す。

　うち二枚をひろげてあたしに見せながら、

「これが……聖者様の像と結界石のスケッチです」

　そこに描えがかれていたのは、男とも女ともわからぬ、童子のような素そ朴ぼくな像と、模様の入ったただの石。

　いかにも地方信しん仰こうといった感じの、伝統はありそうだけれど華はなのないもの。

「ロードはこの像と石を、こういう形に変えようと言ってきたのです……」

　言うとフォリシアは、別の紙をひろげてあたしにさし出して──

「──ちょっ……!?」

　ひと目見てあたしは絶句した。



    

  
    
      　なんというか。

　みんな、美少女になっていた。

　聖者像、と書かれた紙には、下着っぽい服を着た、胸はあるけど童顔の美少女像。なぜかネコの耳をつけており、媚こびたポーズで首輪を装着。

　結界石、と書かれた紙には、三タイプの美女、美少女像。

「なんっぢゃこりゃぁぁぁぁっ!?」

　叫さけぶあたしに、フォリシアは困り果てた表情で、

「ロードの主張では、もとの伝承には、聖者が下着姿のネコミミ美少女ではなかったという記述はどこにもない。

　だからこれでもオッケーだ、と」

「そんなわけがあるかぁぁぁっ！　こんなセンス、ナーガだけでじゅーぶんよっ！」

「ちょっと！　失礼ねリナ！」

　あたしの叫びに、しかしナーガはまなじり吊つり上げ、リニューアル聖者像完成予想図をあごで指し、

「こんな全然なっていないものと一いつ緒しよにしないでもらいたいわねっ！」

「え。ナーガ的にダメなんだ。これ」

　今のナーガの格好と、大差あるよーには見えないが。

「当然よ！

　……まあ、下着の角度とかがもう少し深くて、この髪かみ型がたならネコミミじゃなくイヌミミで、首輪ではなくチョーカー。アンクレットもしていたら、少しはぐっと来たかもしれないけれど」

「ぐっと来るんだ。」

　やっぱしよくわからない。

　フォリシアはやはり困った口調で、

「もとの像や石そのものをこういう形に彫ほるのではなく、上からこういうつくりものをかぶせるだけだから大だい丈じよう夫ぶだ、とか」

「いや。ぜんぜんだいじょーぶじゃないし」

「ですよね！　私もそう思います！　そもそも水竜王様の化身と言われる聖者像に動物の耳をつけるなんて冒ぼう涜とくですよね！」

　……水竜王がもともと竜、つまりでっかいトカゲの親玉なんで、動物耳はどうでもいいが、これはもはやそーゆーレベルの話ではない。

　あきれるあたしに彼女は続ける。

「でもってロードのアイデアでは、祀りには観光客も参加可で、特別料金を払はらえば、水ではなくてなんだかぬるぬるした液体をかけて回ることができるという企き画かくで」

　……ぼ……

「冒涜だぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　あたしは魂たましいの底から絶ぜつ叫きようした。

「絶対ダメでしょそれはいくらなんでも！　とゆーかもはや立派なセクハラよコレ！」

　こんな祀りをされた日にゃあ、水竜王も血けつ涙るい流すわっ！

「そのエロエロロード、一体何考えてこんなアイデアをっ!?」

「──ふっ。たしかに困ったアイデアね」

　激げつ昂こうするあたしに、なぜか冷静にナーガは言う。

「けれどある意味では、的確な狙ねらいだったと認めざるを得ないのよ」

「はあ!?　どこが!?」

　問えばナーガは、店の中をぐるりと見み渡わたし、

「何か気づかない？　リナ」

「…………？」

　あらためて、店の中を見回せば、あいもかわらずみんな沈ちん痛つうな面持ちで、女性の姿が目立っている。

　あとはお年寄りと子供と……

「なんだか男の人が少ないわねー。

　──って、まさか!?」

　あることに気づいて息を呑のむあたしに、フォリシアは小さく唇くちびるを噛かむ。

　まわりの女じよ性せい陣じんの中には、すすり泣きをはじめる人さえいたりする。

　──そういう──ことか──

　胸の中に苦いものがこみあげる。

「そう」

　ナーガは沈痛な面持ちでうなずいて、

「この村の男たちのほとんどは、なんのかんのと理り屈くつをつけて、ロードの聖人美少女化計画に大賛成よ」

「……男って生き物はまったく……」

　今ようやく。

　あたしは完全に理解した。

　この場に集つどう女性たちの悲しみを。

　ロードの計画の真の姿を。

　すなわち──祀りをエロイベントにすることで、男性観光客を呼び込もうという狙ねらいなのだ！

　……なるほど。これならナーガが伝統文化を守る、などと言い出すのも納得である。

「オッケーわかった！」

　あたしは、がたりっ！　とイスを蹴けって立ち上がり、

「聖者の像は汚けがさせないっ！

　あたしの気持ちはみんなと同じっ！

　じまんだけれどこのリナ＝インバースには姉ちゃん仕じ込こみの技がある！

　ウェイトレスに足を引っかけようとする人の骨を砕くだいたり、おしりをさわろうとする人の心を砕いたりするのはお手のもの！

　相手の妨ぼう害がいなんのその！

　やるからには、絶対！　勝ってみせる！」

　自信に満ちた宣言に、集まった一同の目に光がよみがえる。

「とゆーわけで、こちらが勝ったあかつきには、成功報ほう酬しゆうとして、寝ね返がえったバカ亭てい主しゆバカ息子むすこどもの小づかいを六割カット！　うち二割ずつをあたしとナーガの報酬に！　のこりの二割はみんなの小づかいに！

　バカをやった奴やつには鉄てつ槌ついを！

　でもってみんなでしあわせに！

　この条件でどーだ!?」

　いきおいまかせの問いかけに、場に万ばん雷らいの拍はく手しゆが満ちて。

　かくてあたしは。

　伝統文化を守るため！　とゆーより、伝統文化エロイベント化を阻そ止しするために立ち上がったのだった！



　空には適度に白い雲。気温はぽかぽかあたたかい。

　まさにハイキング日和びよりだが、山の中腹にあるほこらの前には、ぴりぴりとした空気が漂ただよっていた。

　──お祀り合戦が開かれたのは、あたしがアラーナの村に来た四日後。

　その間、祀りの作法を教えてもらい、ルートの下調べや試し歩き、みんなとのうち合わせなど、やるべきことはやった。

　小さな小さな泉の前には、人の背ほどの高さのほこら。

　中には石の台座があって、上には子供くらいの大きさをした聖者像。実物は、スケッチの通り素そ朴ぼくなつくり。

　だがもしもあたしが負ければ、これがネコミミ下着の美少女像になり果てる──

　そんなことはさせない。絶対。

　あたしは決意を新たにした。

　ほこらのそばにはにわかごしらえの席が作られ、そこには教会の人とおぼしき、法衣ローブ姿の人が三人。

　見物の村人たちは二十人以上。その中にはフォリシアの顔もある。

　ちなみにナーガはコースの途と中ちゆう、森の中にて待機中。

　ロードとおぼしき人物の姿はない。金で雇やとったごろつきたちに全すべてを任せ、成功を疑いもせずにどこかでくつろいでいるのだろう。

　そして水を運ぶのは──

　マントとショルダー・ガードを外し、身軽になったあたし、リナ＝インバース。

　一方、相手の代表は、真まっ赤かな髪かみで頬ほおにイレズミ。革のジャケットを羽織って、腰こしにナイフをぶら下げた男。

　そう。

　あたしを街道で待ち伏ぶせていた奴である。

「──お前かよ──」

　あたしの顔を見るなり、男は不ふ愉ゆ快かいそうに吐はき捨てる。

　対するあたしはにっこり笑え顔がおで、

「今日はよろしく。リナよ」

「ああ。よろしくしてやるよ。俺おれ様はゲインズだ」

　二人の視線が火花を散らす。

「──それでは──」

　やがて準備が整って、ひげをたくわえた神官が、立ち上がるとおもむろに口を開く。

「ただいまより、アラーナ聖者像の祭さい祀し様式変へん更こうに関する審しん議ぎを開始します。

　方法は、銀ぎん杯ぱいに汲くんだ水を拝はい盆ぼんに載のせ、聖者の像からの祝福を頂いた後、山にある三箇か所しよの結界石を回って、等しく水をかけていきます。

　しかる後にこの場に戻もどってきて、聖者の像に残った水をかけて頂きます。

　──さて、今回に限っては──」

　年ねん輩ぱいの神官の目くばせに、残る若い神官二人が席の後ろから運んで来たのは、ひしゃくと大きめのツボ。

　どよっ、とざわつくフォリシアたち。

「水ではなく、これを使ってもらいます」

「──それは？」

　尋たずねるあたしに、神官がひしゃくで中身を汲み上げ、傾かたむければ、薄うすいピンク色の流れがこぼれ落ちる。

「ワインを薄めたものです。

　祀りに使う大事な水を途中でこぼして、普ふ通つうの水をかわりにしてごまかす……などという不届きがあってはなりません。

　よって厳格公こう正せいを期すため、このようなものを用意させてもらいました」

　対するあたしはうなずき、

「──なるほど、インチキ防止ですね。たしかに厳格公正なのはいーことです。

　フォリシア！」

　目くばせに、フォリシアとあと二人の女じよ性せい陣じんが、タルをこちらに運んでくる。

　眉まゆをひそめる神官に、あたしは笑え顔がおで、

「聖者さまのことを思って村人たちが用意したヨモギ酒を薄めたものです。

　薄い緑色をしていますけど──

　そちらのワインと混ぜて使ってください」

『──!?』

　神官たちとゲインズの顔に、あからさまな動どう揺ようの色が浮うかぶ。

「──そ──それは──！」

　あわてる神官に、あたしは間を置かずたたみかけた。

「よもや教会の方が、信しん仰こう心しんから村人たちが用意したものをないがしろにしたり、理由もなくダメ、なんて、公正さを疑われるようなことも言ったりはしませんよね？

　ワインはいいけれどヨモギ酒はダメとか、その色の水でないと都合が悪い、ということもないでしょうし」

「……い……いやしかし……」

「おまけにこれは、さきほど神官さまご自身がおっしゃった、厳格公正の精神にもぴったりです」

　脂あぶら汗あせを浮かべる神官に、あたしはなおも言いつのる。

「二つの色が混ざれば、ますますもって不正は不可能。ないとは思いますが、不心得者がこぼれた水のかわりを用意しようとたくらんでいても、これならそれも防げます。

　いいことはあっても悪いことはなし。

　当然お聞き届けいただけますよね？」

「……ぐ……」

　あたしに八方を塞ふさがれて、小さく呻うめく年ねん輩ぱいの神官。

　──やっぱりか。

　あたしは内心つぶやいた。

　おそらくは。

　神官たちは、ロードと組んでインチキをする気だったのだ。

　教会にとって、ロードに恩を売っておくのは悪くない。

　色つき水を使い、こちらが水をこぼしても補ほ充じゆうできないようにしておく。

　一方ロードがわは、同じものを順路のあちこちに隠かくしておいて、うっかり水をこぼしても補給可能にしておくしかけ。

　……たぶんそんな細工をしてくるだろうと事前に読んで、あたしはフォリシアたちに指示し、相手と異なる色のものを出せるように、ヨモギ酒とワイン、それぞれを薄うすめた二つのタルを用意させておいたのだ。

　ツボを持ち出した神官の行動にフォリシアたちが驚おどろいたのは、予想外ゆえではなく、あたしの読み通りだったから。

「し……しかしだね……その……」

　なんとか言いつくろおうと、脂汗を浮かべる神官に、

「いいじゃねぇですかそれで」

　投げやりに言ったのは、ロードの味方がわのゲインズだった。

　彼は耳をほじりつつ、

「ここで提案を蹴けったら、向こうが負けた時、インチキがあった、なんて文句をつけられますからねぇ」

　と、余よ裕ゆうのセリフを吐はく。

　つまりこのあとの妨ぼう害がいに自信がある、ということだろう。

　神官はしばしとまどっていたものの、

「……それで良いとおっしゃるなら……」

　と、結局こちらの提案を呑のんだ。

　薄められたワインとヨモギ酒が混ぜ合わされて、なんだか黒っぽい色になる。

　その水が、互たがいのカップに注がれて。

　銀のカップは縦長で、おせじにも安定感があるとはいえない。これをトレイに載のせて山道を行くのは、慣れない人や不器用な人にはキツいだろう。

　カップは小さなトレイに載せられて、あたしとゲインズはほこらの前にひざをつき、聖者像に向かって拝おがみ頂くようにトレイをかかげる。

　そしてその場に立ち上がり──

「では、始めてください！」

　神官の合図に、あたしとゲインズ、二人は同時に動き出したのだった！



　不利な勝負ではあった。

　これは速さを競きそうレースではない。そして各所にいる教会の人たちは、ロード寄りの判定をしてくるだろう。

　つまり、判定に持ち込まれたらこちらの負けは確実なのだ。

　ならば勝つ方法はただ一つ。向こうが途中でカップの水を全部こぼし、対するこちらは最後までやりとげるのみ。

　その条件を満たすため、おそらく仕し掛かけてあっただろう水のインチキはとりあえずつぶした。

　とはいえ──

　ここで相手をけたぐり倒たおして勝利宣言するわけにもいかない。

　ンなロコツなことをすれば、それを理由に失格にされかねない。

　ならばこっちが手を出せるのは、相手が何かをしかけてきた時かそのあと、ということになる。

　行く道で潜ひそむナーガにも、そのへんのことはちゃんと言い含ふくめてあるのだが……だいじょーぶかなー……

「けどあんたも物好きだよなァ」

　片手でトレイとカップとを運びつつ、ゲインズはあたしに向かって言う。

　ほーら来た。つまんないゆさぶりが。

　あたしはかまわず、右の手のひらに載せたトレイを肩かたの高さにキープして進む。

　両手で持った方が安定するが、その場合は前の方に死角が生まれる。

　地面むき出しの道でそんな持ち方をして、死角の木の根にでもつまずいたりすれば目も当てられない。

　無視するあたしにゲインズはかまわず、

「村の連中に別に義理があるわけでもねぇんだろ？　こっちにつきゃあ、そうだな、金貨の十枚もくれてやるぜ」

　論外な寝ね言ごとを垂れ流す。

　百枚、と言われたら多少心も揺ゆれただろうが、伝統文化のエロ化を防ぐ崇すう高こうな使命を思えば、金貨十枚など話にもならない。

「……を？　反はん応のう無しってか？　そんなに古式ゆかしい伝統って奴やつが大事かねぇ？

　あ？　それともあれ？　リニューアル案の聖者像が自分より胸が大きいからシットしちゃってるとか？　ぎゃはははは！」

　……うわぁ……こいつ殺してぇ……

　わき起こる殺意を押おさえつけ、木々の間を通る道をしばし行くうち。

　横手のしげみががさりと揺れて、飛び出して来た影かげ一つ！

「うお……！」

「氷の矢っフリーズ・アロー！」

　その影がおたけびを上げるより早く。

　こきこききぃぃぃんっ！

　あたしの放った冷気の矢が、飛び出した影を瞬しゆん時じに氷漬づけにした！

　むろんのこと。

　あたしはしばらく前から、潜む気配を察知して、術をいつでもぶっ放せるよう、呪じゆ文もんをこっそり唱えていたのだ。

　凍こおりついた相手を見てみれば──

「……これ村人じゃねえのか？」

　ゲインズの言ったその通り。

　叫さけびかけたまま凍っているのは、いかにも村人その一といった人相風ふう体ていのおっちゃん。

　ゲインズはその場で足を止め、あたしに非難のまなざしを向けて、

「……あーあ……単なる見物客だったかもしれねえのによ。

　ひでえなオイ」

　しらじらしく言い放つ。が。

「どこの世界に、しげみの奥おくで息をひそめて突とつ進しんして来る見物客がいるのよ」

　対するあたしは歩みをややゆるめただけで、足すら止めずに毅き然ぜんと言い放つ。

「何者かは知んないけど、妨ぼう害がい目的なのは間ま違ちがいなし。

　神官さんも言ってたでしょ？　お祀まつりの聖なる儀ぎ式しきをジャマする者には死、あるのみ、って」

「いや！　言ってねぇよ！」

　と、再び歩きだしながらゲインズ。

「意訳すれば言ってたよーなもんよ。

　不心得者を排はい除じよしてあげたんだから、むしろ感謝してほしいくらいね」

「……よく言うぜ。

　けどなぁ……もしもまた罪もない村人が、思いを暴走させて行動に出たとしたら。

　あんたはその罪もない連中を──」

「氷の矢っフリーズ・アロー！」

「ぐぎゃっ!?」

　あたしの放った次の術が、先のしげみに突つき刺ささり、次の妨害者となるはずだったろう者を、出番も無いまま凍いてつかせた。

　──一人目をかわしてほっと息をついた所に二人目が来る。効果的な作戦だが、ゆえに予想もたやすい。

「罪もないって言うけど、思いを暴走させて行動に移してる時点でじゅーぶん罪だから」

　凍ったしげみのそばを通り抜ぬけつつ、あたしは非情に言い捨てる。

「……ちっ！　言われてみれば確かにそんな気がするぜ！」

　無む垢くな村人アタックは効かぬと思い知り、舌打ちをして吐はき捨てるゲインズ。

　とりあえずの妨害は排除したが──

　お祀まつり合戦ははじまったばかり。このあとどんなテを使って来るか──

　さまざまな事態を脳裏に思い描えがきつつ、あたしはゲインズと肩かたを並べて道を行くのだった──



　結界石にたどり着けば、そこには見み届とどけ役の神官一人と見物の村人数人。

　石の前にひざまずき、トレイを頭上に押し戴いただいて。

　──ここではじめて、カップに触さわることが許される。

　聖者像に清められた水は、俗ぞく世せの汚けがれを防ぐため、水の入ったカップには直接触ふれずにトレイに載のせる、ということになっているらしい。

　とはいえ水を注ぐ時だけは、清せい潔けつな布をはさんでカップを持ってもよい、ということになっていた。

　……なら最初から最後まで布越ごしに持て、とも思うのだが、伝統様式に合理性を求めても仕方ない。

　苔こけむした岩に色つきの水が流れゆく。

　注ぎ終えると、あたしとゲインズは次の石へと続く道に踏ふみ入った。

　ほどなく──

　道の行く手に、大たい剣けん片手に立ちふさがった影かげ一つ！

「うわあ。なんだありゃあ」

　ゲインズがしらじらしい声を上げる。

「待てぃ！」

　ツノつき兜かぶとの大男があたしたち──というかあたしに向かってだみ声をはり上げた。

「我は流しの抗こう議ぎ活動家リギエル＝ブランスパイト！

　本日、この場で何かの催もよおし事があると聞き及および、とりあえず抗議活動をしようと馳はせ参じた！」

「ンな活動家がいるか爆裂陣メガ・ブランドっ！」

　ずがごごがごぉぉん！

　あたしの術に大地が応こたえ、自じ称しよう流しの活動家の足もとから、土砂が盛大に噴ふき上がる。

　悲鳴すら上げずに倒たおれるツノ兜。

　ま、死にゃあしないだろう。

　そんなあたしにゲインズは、

「……お前ちょっといくらなんでも容よう赦しやなさすぎじゃねえのか？

　相手は罪もない流しの抗議活動家だぜ？」

「だから。世の中に、そんな、しごとは、ない。」

　歩調をややゆるめただけで、足も止めずに噛かんでふくめるように言うあたし。

　ゲインズはそのやや先を進みつつ、

「なんでぇ知らねえのか？　あるんだぜ、そういう仕事が。モノを知らね──ッ!?」

　適当なうわごとをまくし立てていた彼は足をとられてバランスを崩くずす！

　たった今、爆裂陣メガ・ブランドをぶちかました地面は、耕したての畑みたいになっている。それを知らずに踏ふみ込こんだのが運の尽つき！

　あたしの本当の狙ねらいはこっち！　ゲインズの足もとを崩くずして水をこぼす！

　カップが傾かたむきトレイから離はなれ──！

　水が、しぶく。

　が。

　……ちっ……

　内心舌打ちしたのはあたしの方だった。

　カップは傾き、水はこぼれた。

　だが、こぼれたのは少しだけ。

　ゲインズは──倒たおれかけたカップを手で掴つかみ、被ひ害がいを最小限に食いとめていた。

「あ。カップ手で持った」

　あたしは一応指し摘てきしてみるが──

「幻げん覚かくだ」

　不ふ機き嫌げんに言いながら、ゲインズは堂々とトレイの上にカップを戻もどす。

　あたしを見やるとにやりと笑い、

「……どうやら俺おれ様は、あんたを甘あまく見すぎてたみてぇだな。

　こうなったらお互たがいにシラを切っても仕方ねぇ。本音で行こうぜ。

　あんたはなかなかやるようだが……残念だけどそれもそろそろおしまいだ。

　この次に待ってるのは、ウェイトレスやウェイターにいやがらせをすることに関しては右に出るもののない、プロのいやがらせ師ハラスメンター！

　一ひと筋すじ縄なわじゃあいかねえぜ」

「プロのいやがらせ師って……それ、『ただのちんぴら』って言わない？」

「……そう言やあそんな気もするが……

　けどまあこれまで、こっちの手をことごとく読んでたってことは、そっちも何かのしかけをしてるんだろ？」

「そっちの手？　しかけ？　何の話をしてるわけ？」

　しかし向こうのお誘さそいに、あたしはあくまでとぼけ続ける。

　こっちの手のうちをぺらぺらしゃべって、プラスになることなんぞ一つもない。

「おいおい。ここまで来てトボケるのか？

　まあいいや。せいぜいこの先を楽しみにしときな」

　おーし面白い。そのことば、このリナ＝インバースへの明確な挑ちよう戦せん状じようと受け取った！

「もちろん。言われなくてもがんばるけど。

　そっちもせいぜいがんばってね」

　言ってあたしも笑みを返す。

　かくて祀まつりはいよいよ、後半戦へと突とつ入にゆうしたのだった！



　二つ目の結界石で、ゲインズが石にかけた水の量は、ほんのちょっとだけだった。

　そりゃそうだろう。さきほど少しこぼしてしまったのだ。ここで景気良くかけすぎると最後の所で水がない、などということになりかねない。

　二つ目の石をあとにしてしばし。

『くくくくくくく』

　木々の間に響ひびいたのは男のふくみ笑い。

　むろん新たな妨ぼう害がい者しやである。

　しかしあたしは、こんなこともあろうかと唱えておいた攻こう撃げき呪じゆ文もんをすぐには放たない。

　なぜなら──

『ここまで無事に来るとは。ずいぶんと悪運の強いこと』

　別の場所から聞こえてきたのは女の声。

　そう。潜ひそんだ相手は一人ではないのだ。

『だがそれもこれまでだっ！』

　三人目、今度は男の声！

　あちらのしげみ、こちらのしげみががさりがさりと揺ゆれ動き、飛び出した三つの影かげが行く手の道に結集する！

　男が二人、女が一人。中肉中背の金きん髪ぱつ男とがりがりにやせた黒くろ髪かみの男。そして、二十歳過ぎほどの銀ぎん髪ぱつ女。

　思い思いの鎧よろいに身を包み、それぞれ剣けんを腰こしにぶら下げている。

　だがそれでも、あたしは術を放たない。

　察知した気配の数は四つ。残る一つの動きがわかるまで──

『ほーっほっほっほっほ！』

　だがしかし！

　響ひびいた四つ目の声はあたしの知ったものだった！

　あんたかナーガっ！

　ツッコミの声を上げるかどうか迷ううち、三人とは反対がわ、後ろのしげみが、がさりっ、と揺ゆれて、それは姿を現した！

『うぐげっ!?』

　あたしを含ふくむ全員が、それを目にして呻うめきを上げる！

　たしかにナーガ……ではあった。

　ただし──身もとをごまかすためか、ちょっとした変装をしていたが。

　羽織ったマントを上にもち上げ、それで目の部分をのぞく顔全体をぐるぐる巻きに覆おおっている。

　おかげで、着ぐるみの頭だけをかぶったような一種異様なアンバランスさがある。でもって首から下はいつもの。

　なおかつおどしのつもりだろうか、その両の手には、一ふりずつのナタ。

　正直言って、その格好は本気でコワいですよナーガさん。

「……な……なんだ……？　お前……？」

「さては……村の連中の仲間か……？」

　金髪と黒髪、二人のことばに、ナーガは大きく胸をそらし、マントの下からくぐもった声で、

『ほーっほっほっほ！　一体何のことかしらっ!?　このわたしはどこの森にも必ず一人はいる謎なぞの殺さつ人じん鬼きよっ！』

　そんな治安の国はイヤです。

『というわけで、そこの派手な人っ！』

　ナーガは右手に持ったナタの先でゲインズを指し、

『このわたしの許可も得ず、この森を通るとはいい度胸ねっ！

　命が惜おしければトレイとカップをほうり出して、とっとと立ち去ることねっ！』

　ゲインズは、あたしや、ロードが雇やとった（と思われる）三人をしぐさで指して、

「こいつらも無許可だろ？」

　指し摘てきにナーガは一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし──

『……リ、リナは別に知り合いだからいいのよっ！』

「知り合いって言いやがった！」

　思わず声を上げたあたしに、ナーガは、びくりっ！　と、動どう揺ように一つ身をふるわせて、

『し、知り合いっていっても知り合いというほどの知り合いじゃあないけどっ！』



    

  
    
      　もはや完全に意味不明のことを口走る。

　……あー……いそがしくてやってなかったけど、事前にこいつの演技指導とか、きちんとやっとくんだった……今さら後こう悔かいしても遅おそいけど。

　そのあまりのグダグダっぷりに、ゲインズとその他三人は、むしろ冷静さを取り戻もどし、

「つまりは結局グルってわけだろ？」

『グルじゃないって言ってるでしょっ！』

　ナーガは裏返った声を上げ、目の前にかざしたナタの刃やいばを眺ながめつつ、

『……このままじゃまずいわね……グルじゃないことを示すには……』

　何やら考えながらぶつぶつつぶやき──

　やがて、マントの奥おくに隠かくされた目を、ぐるりっ、とあたしの方に向け、

『……まずリナを殺やるしか……』

「ちょっと待てぇぇぇぇぇぇっ！」

　またまた絶ぜつ叫きようするあたし。

　もちろん、待てと言ったところで、脳ミソが一いつ旦たん短たん絡らくしたナーガが止まるはずもない。

『ほーっほっほっほ！』

　いつもの笑いを上げながら、ナタを両手に駆かけて来る！

　怖こわっ！　本気で怖っ！

　術で吹ふっ飛ばしたいところだが、さっき唱えていた術は、思わずツッコミを入れたせいで解除されている！　あたしは次の呪じゆ文もんを唱えつつ地を駆けて──

「うわ！　こっち来んな！」

　あたしに近ちか寄よられてあわてるゲインズ。もちろんあたしのあとにはもれなく、森の殺人鬼さんがついて来る。

　しかし来るなと言われても、こっちは巻き込むつもりまんまんなのだから仕方ない。

　そのままあたしとゲインズは、ロードの雇やとった三人の方へとまっしぐら。

「うっわ！」「来た！」「逃にげろ逃げろ！」

　さすがにこんな生き物に追いかけられるのはイヤなのか、三人も、あたしたちといっしょに一丸となって逃げまどう。



　三つ目の結界石の前でひざまずき、トレイを頭上に押し戴いただいて。

　ゲインズがかけた水の量は、さきほどに比べてもちょっぴりだった。

　途と中ちゆうでまた少しこぼしたのだ。いっそ倒たおれて全部こぼせば話は早いのに。

　石のそばでは審しん判ぱん役やくの神官が、そちらの方には目を向けないようにしながら、あたしとゲインズに小さな声で、

「……あの……あそこにいる人は……？」

　誰だれのことかは言うまでもない。あたしたちの水かけが終わるのを待って佇たたずむ白蛇サーペントのナーガ。

　彼女はそれが自分の話題だと悟さとったか、

『ふっ。気にすることはないわ。ただの森に潜ひそむ殺人鬼よ』

　そのキャラ貫つらぬき通す気か。お前は。

「……そ……そうですか……それはごていねいにどうも……」

　やはり視線を合わせぬままで、神官はわけのわからぬコメントを吐はく。

　とーぜんだが。

　まわりにいた見物の村人たちは、とうにダッシュで逃げている。

　あたしとゲインズの水かけが終わるのを待ちわびて。

『──さて、と』

　ゆらりっ、とナーガが動き出す。

「お、お前ら！　アレ止めろよ！」

　ゲインズが雇やとわれ三人組に命令するが──

「む、無理っスよ！」

「こんな生き物出てくるなんて聞いてねぇ」

「こわいので。ほんとうにこわいので。」

　完全に腰こしが引けている。雇われた手前、逃げ出すわけにもいかないのだろうが。

　だがしかし。こちらの都合など問答無用！

『ほーっほっほっほ！』

『うわぁぁぁぁぁぁっ！』

　バカ笑いを上げるナーガに追い立てられて、あたしたちは先へと続く道を駆かける。

　次はいよいよ最後の聖者像。だがこんなグダグダのまま行くわけにはいかない。

　──こーなったら──！

　あたしはゲインズに近寄ると、

「考えがあるの！　あなたなら、あれを止められるわ！」

「何!?」

　問い返す顔には期待の色。さすがに彼も敵味方を超こえて、あの生き物はどーにかしたいと本気で思っているのだろう。

「あたしとあいつがグルだ、って、あなたが決めつけたせいで、あいつはあばれまくってるのよ！

　つまりあなたが、あたしとあいつがグルじゃないって認めれば落ち着くはずっ！」

「なるほどやってみる！」

　ゲインズはくるりときびすを返し、ナーガに向かって、

「よくわかった！　リナとあんたはグルなんかじゃない！」

『ほーっほっほっほ！　それがどうかしたのかしらーっ!?』

「話、違ぇっ！」

　ナーガの答えに焦あせるゲインズ。

　ちょっと考えればわかるだろうに。それで落ち着く相手なら、最初から暴ぼう走そうしないだろうと。ちゅーかそもそも見た目でわかれ。

　だが気づいた時にはもう遅おそい！

　もはや逃のがれ得ぬ至し近きん距きよ離りから、ナーガのタックルがゲインズを──

　襲おそおうとした、だがその瞬しゆん間かん！

「危ないっ！　炸弾陣デイル・ブランドっ！」

　攻こう撃げき魔ま術じゆつを解き放ったのは、雇われ三人組の銀ぎん髪ぱつ女だった！

　──こいつ、呪じゆ文もんを使うのか!?　ならなぜ今まで使わなかった？

　脳裏に浮うかんだその疑問は、刹せつ那なの後に氷解される。

　づばどごぉぉんっ！

「のひゃあぁぁぁぁぁっ!?」

「ぎうあっ!?」

　地面から噴ふき上がった土砂がナーガを吹ふっ飛ばし、同時にゲインズも吹っ飛ばす！

　術のコントロールがぜんぜんなってない。

　とーぜんゲインズの手からは、トレイが、カップがこぼれ落ち──

　その時。

　──かきんっ！

　小さく硬かたい音がして、跳とんできた小石の一つが、後ろに跳んだあたしの手にしたカップに当たる！

「しまった！」

　あたしの声が終わらぬうちに。

　あたしのとゲインズの。二つのカップが、からんっ、と地面に落ちた。

「……う……ぐっ……」

　当たり所が良かったのか、ゲインズはすぐに呻うめいて身を起こし──自分が何も持っていないと悟さとり。

「──カップが!?」

　あわててあたりに目をやって、地面に転がる二つのカップに気がついて。

　あたしに目をやり、

「……お前もか……」

　つぶやく声には疲つかれとあきらめの色。

　あたしは自分のカップを拾い上げ、トレイに載のせると、銀髪女に目をやって、

「あーあ」

「うぐっ……！」

　非難の吐と息いきを浴びせられ、女がわずかに身を引いたところに、

「……あーあ」

　と、自分のカップを拾ったゲインズからも白いまなざしを向けられる。

「だ……だって！　助けようと思って！」

　叫さけんで涙目になる女を、男二人がなぐさめはじめ。

「うん。お前の気持ちはわかってる」

「仕方ないよ。あれは」

「わ……わたしだって一所懸けん命めい……」

　そんなやりとりのかたわらで、ふとあたりを眺ながめれば、もはやどこにも吹っ飛ばされたはずのナーガの姿はなかった──



「なんつーか。結局めちゃくちゃになっちまったな」

　並んで道を行きながら、ゲインズは、どこかさばさばとした口ぶりで言った。

　二人が互たがいのカップを取り落としたあと。

　あたしとゲインズはのんびりペースで道を行き、最後でもあり出発点でもある聖者像の近くまで来ていた。

　ちなみにロードが雇った三人は、もういいから、とゲインズが途中で追い払はらった。

「けどこういう場合、どうなっちまうんだろうな？」

「こういう場合って？」

　カップを片手に直接持ったまま言うゲインズに、かわらずトレイにカップを載せたあたしは問い返す。

「だから。両方とも中身ぶちまけちまった場合だよ」

「その場合はやっぱし、やり直しとかじゃあないかと思うけど」

「……だろうな。めんどくせぇ。

　けど次はこうはいかねえからな」

「やる気まんまんね……着いたみたいよ」

　言って目で指す道の先、小さなほこらが見えて来た。

　あたりには神官たちと見み届とどけ人。いつの間に先回りしたのか、ナーガの姿もあったりする。とーぜん今は顔も出しているしナタも持ってない、いつもの格好。

　……まあ、それでもじゅーぶん浮ういてはいるけど。

　二人はその場にたどり着き──

「悪ィが無効試合ノー・コンテストだ」

　言ってゲインズは、自分のカップを逆さまにして振ふってみせる。

　こぼしてからここまでで乾かわききったのか、しずくの一いつ滴てきも落ちては来ない。

「二人とも全部こぼしちまった」

　宣言にとまどい、顔を見合わせる神官たちと村人たち。

　そんな中──

　あたしはかまわず、すたすたとほこらに歩み寄り、ひざをついてトレイを押し戴いただく。

「？　おい、何をやって──」

　ゲインズの問いは無視して、あたしは布をはさんでカップを手に取り、聖者像の上でかたむけて。

　小さな流れが。

　聖者の像を、頭からつま先まで流れて落ちた。

　流れの色はむろんのこと、注がれた時と同じ色。

　おお、と村人たちのどよめき。

「──ち──ちょっと待てぇぇぇぇっ！」

　ゲインズの上げた抗こう議ぎの声は、もはや悲鳴に近かった。

「インチキだ！　てめえインチキかましやがったな！」

　あたしは教えられた作法通り、聖者像に一礼して立ち上がり──すべての手順を終えてから、彼に目をやり、

「インチキって、どこが？」

「……ど……どこが、って……！」

　彼は一いつ瞬しゆん言いよどんでから、

「どこかは知らねぇがインチキはインチキだろうが！」

「だから、なんでインチキなわけ？」

「お前カップを落としただろうが！

　オレは確かに見たんだからな！」

「たしかに落としたけど」

　激げつ昂こうするゲインズに、対して淡たん々たんと答えるあたし。

「だっっっったら中身が残ってるわけねえだろうがっ！　どっかでつぎ足したんだろ！」

「水は出発の時と同じ色よ。

　それにあなた、ずっとあたしといっしょにいたじゃない。あたしが水を調達してつぎ足してるところでも見たの？」

「……っ！　み……見てねぇけど……！」

　詰つまるゲインズに、あたしは小さく肩かたをすくめて、

「これはきっとアレよ。真に聖者さまを思う村人たちの思いに応えて、聖者さまが奇き跡せきを起こしてくださったのよ」

「ンなわけがあるかぁっ！　教えろ！　一体何をどうやった!?」

「だから聖者さまの奇跡だってば」

「……………………！」

　ゲインズはしばし歯がみをしていたが、やがて小さな吐と息いきとともに、

「……わかった。俺おれ様の負けだ。

　ここの祀まつりを変へん更こうするのはあきらめる。保証しよう。だからどうやったか教えろ」

　敗北宣言に、神官、村人一同がざわめくが、むろんそんな寝ね言ごとを聞くあたしではない。

「あんたにそんな保証されてもねー。

　これってロードの計画なんだし、あんたみたいな小者が、もうやめる、なんて言ったところで──」

「──あの！　リナさん！」

　セリフの途中であわてた声を上げ、待ったをかけたのは、なぜか青い顔をしたフォリシア。

「……非常に言いにくいんですけど……」

　彼女はやや声をひそめると、ゲインズを手のひらで指して、

「こちら、領主のゲインズ＝ブラスライン様です」

「おうよ」

　…………………………………………

「お前ロードかぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　思わず絶ぜつ叫きようするあたし！　首しゆ謀ぼう者しやがこの場にいないと思ったら！　いたんだ！　むしろ最初から！

　つか、ロードともあろう者が一体何やっとるんだ!?

「……え……ええっと……」

　あたしは混乱する頭を整理しながら、とりあえずゲインズに向かって、

「……マヂで？」

「おう。大マジ。

　つうことで保証は十分だろ？　さっきの約束はナシ、なんて言わねえから、どうやったか教えろよ。

　正直こっちも、いろんな奴やつらに妨ぼう害がいをさせてたのは認めるからよ」

　と、全面降こう伏ふく宣言。

「……ええええええええっと……」

　そういうことならまあ……種明かししてもいいんだろーか……

　ちらりと視線を走らせれば、教会の方々にも特に異論はない様子。

　ロード相手だったら、ていねい口調でしゃべった方がいーのだろうか、などと一いつ瞬しゆん思いはしたが、心の底から今さらである。あたしは結局もとのまま、

「ここを出てすぐ、しげみに隠かくれていた人がタックルかまそうとして、あたしの攻こう撃げき呪じゆ文もんで氷漬づけになったの、おぼえてる？」

「おう。……っててめえ！」

　そこでようやく気づいたか、ゲインズの声のトーンがはね上がる。

「そーゆーこと」

　あたしはにまりと笑み浮うかべ、

「あの時の冷気の矢の一本で、カップの中の水を凍こおらせたのよ。

　あとはこの陽気の中、歩いていれば、勝手に少しずつ氷はとけていく。

　実を言うと今も、カップの中にはちょっと氷が残ってるけど」

「……ちきしょうが！　やるじゃねえかあんた！」

　なんだかどこかうれしそうにゲインズは吠ほえると──

「仕方ねえ！　約束だ！

　この俺様、ロード・ブラスラインの名において！　アラーナ村聖者祀り、リニューアル計画の撤てつ回かいをここに言い渡わたす！」

　高らかな宣言に、村の──もっぱら女たちの歓かん声せいが聖者の森に響ひびいたのだった。



　かくて。

　聖者像美少女化計画という邪じや悪あくな野望は、あたしと森の殺人鬼さんによって未然にうち砕くだかれたのだった。

　離り反はんしていた男だん性せい陣じんはあらゆる意味でがっかりしていたが、あたしとナーガと女性陣は収入も入ってめでたしめでたし。

　──だが人々よ、油断するなかれ。

　この世に人の在ある限り、伝統文化とかそーゆーものを、変な形にリニューアルしようとする偉えらい人は、いつかまた必ず現れる。

　変わることが悪とは限らないが、冷静な判断だけは失わぬよう。

　そんな思いを胸に秘めつつ、あたしとナーガはアラーナの村をあとにしたのだった──



（守れ！　我らが伝統文化！：‥おしまい）



    

  
    
      
        青春の暴走、はじめました



      

    

  
    
      

　またか。

「どうかっ！　お願いします！」

　路上で頭を下げる、四十がらみのおっちゃんを眺ながめつつ、あたしは思った。

　──町のまん中でごろつきたちにインネンをつけられ、攻こう撃げき呪じゆ文もんで返り討ち。

　それを目にしたどこかの誰だれかに、腕うでっぷしを見み込こまれ何かを頼たのまれる。

　そんなよくあるできごとのたびに、相手の頼みを聞いていたんじゃあキリがない。

　──自分はこのアイクの町長をやっているメイザンという者で、町のそばの街道を暴ぼう走そうする連中をこらしめてほしい──

　おっちゃんはおーむねそんなことを語っていたが、もちろん知ったことではない。

　依い頼らい料りようが良ければ話は別だが、町長が『思い切って』提示した額は、むしろがっかり。

　相手の話がひと息つくのを待ち、

「それはお役人とか自警団とかに頼んだ方がいーんじゃない？」

　言うとあたしは背を向けた。

「もちろん役人には頼んだが、動いてくれないんだ！

　通行のジャマにはなってるが、それ以上の実害はないからと！　このままじゃあ、町の評判は悪くなる一方だ！」

　町長はなおも食いさがるが、あたしはもう完全に興味をなくしていた。

　モノを盗とったり人を傷つけたりしているならともかく、はっちゃけてうろついてるだけの連中を攻撃呪文で一いち撃げき滅めつ殺さつ、というわけにもいかないし。

　歩きはじめたあたしの背中に、町長の声がむなしく響ひびく。

「あんな、裸はだか同然の格好で『ほーほほほ』と奇き声せいを上げる恥はじ知しらずな奴やつらをのさばらせておくわけには！」

　………………

　あたしは後ろ向きに歩くと町長のそばで足を止め、くるりと振ふり向き、

「わかった。殺やるわ」

　うなずくと、迷わず宣言したのだった。



　ここ、アイクの町は、古い街道に面した大きな規模の町だったが、町の中には空き家やら空き地も目立つ。

　別の場所に新しい道ができ、街道の人通りが減って、少しずつさびれているのだ。

　あたしがここに来た時も、旧街道を行き来する人々の数はまばらだった。

　暴走をくり返す連中は、その旧街道に現れて、あたりを走り回るらしい。

　たしかにそんな連中がいたのでは、町にとってはマイナスイメージ。

　だがそんなことよりも。

　もしもあたしの想像が当たっていたなら、この事件には、あたしのよーく知る人物がかかわっているはず。

　ならば。

　止めるしかない。世のため人のため、あたしの精神衛生のため。

　それが、あたしがこの依頼を受けた理由だった。

　そして。

「──リナさん！」

　あたしの待機する、宿の一階にあるメシ屋にメイザン町長が飛び込んできたのは、依頼を受けた翌日の午後だった。

　相手とのすれ違ちがいを防ぐため、あたしは宿にいて、目標が出たら呼びに来てもらう手はずにしておいたのだ。

「今、若いモンから連れん絡らくがあって！　西の旧街道に出たらしい！」

「オッケー案内して！」

　あたしは、がたんっ！　と席を立ち、町長のあとについて店を出る。

　出たその先に待っていたのは、屋根のついた馬車。ごていねいにも送そう迎げい車しやつき。

「さあ乗って！　現地までお送りします！」

　町長にうながされるまま乗り込めば、馬車は通りをつっ切りつっ走り、やがて町のはずれにさしかかるころ、轍わだちの音に混じっておかしなかけ声が聞こえはじめた。

　……これは……？

　あたしは思わず眉まゆをひそめた。

「もうすぐです！」

　町長が声を上げ、馬車が減速する。

　家並みがとぎれてその先に見えたのは──

　ゆるいカーブを描えがきつつ、緑の果てまでのびる道。

　まわりは灌かん木ぼく混じりの草地。

　でもって、わりと幅はばの広い道の上では──

「ほっほっほっほっほっほっほっ」

　規則正しい呼吸にわざわざ声を乗せ、あたりをランニングする、十数人の男たち！

　モヒカンに禿とく頭とう。顔にイレズミしている男。上半身裸はだかで首からタオルをかけた奴やつやら、素す肌はだに直接ベストを羽織ったの。

　格好はいかにもごろつき風だが、全員、あたしより少し上といった程度の歳とし。

　……ええっと……？

「さあっ！　リナさんっ！」

　とまどうあたしをうながす町長。

　とりあえず、言われるままに馬車を降り、走る連中をしばし眺ながめて。

「……あの、町長？　裸みたいな格好で、ほっほっ言ってる……とゆーのは……？」

「見ての通りこの連中です！」

　声を低めて言う町長。

　……なるほどなるほど……

　確かに暴走は暴走だし、ほっほほっほと奇き声せいを上げてるし、裸同然の格好で……

　けどあたしが思ってた相手と違うぅぅっ！

　おにょれ意味ねえっ！　てことは何!?　あたしは、カンちがいで、こんなしごとを引き受けたと!?

　思わず頭を抱かかえるあたし。

「……あの、リナさん？」

　それでもあたしはよーやっと、町長の呼びかけで我に返った。

　……いずれにしても……頭を抱えてるだけじゃあ何の解決にもならない。

　とにかくちゃっちゃと片づけよう。

　あたしはため息ひとつつき、ランニング中の男たちに向かって声をはり上げた。

「なぁぁぁにやってんのよあんたらは！」

　──むろんあたしたちが来たことは、とっくに気がついていたのだろうが、こちらの呼びかけに、男が一人やって来る。

　ごつい体格で、剃そっているのか頭に毛はなく、上半身は素肌の上に革のベスト。

　年はみんなと同じようなもん。

　男はそばに来ると、その場で駆かけ足をしながら、

「そういう、あんたは、何なんだ」

「あたしは町長にたのまれて──」

　肩かた越ごしに親指で指したその先で。

「それじゃあリナさんあとはよろしくお願いしましたぞー」

　がらごろがらごろ。

　町長の去りゆくことばと轍の響ひびき。

「逃にげたな」

「……まあとにかく。

　町長さんにたのまれて、あんたたちを止めに来たのよ」

「なに？　俺おれたちを、止める？」

　男は駆け足汗あせだくのまま、にやりっ、と不敵な笑みを浮うかべ、

「どういう、理由で、どうやって、止める？」

　たしかに、彼らを取り締しまる法律はないだろうし、他人のめーわくを説いたところでムダだろう。それでやめるなら、とっくの昔にやめている。

　なら。

　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱え──

「火炎球フアイアー・ボールっ！」



　づガぁぁんっ！



　放った光球は着ちやく弾だんとともに爆ばく発はつし、紅ぐ蓮れんの炎ほのおをまき散らす！

　突とつ然ぜんの一いち撃げきに、男たちはさすがに目を丸くして足を止めた。

　──ちなみに今の一発は、誰だれ一人いない所に向かってぶっ放した。被ひ害がいを受けた者はいないはず。

「……な……

　何しやがるんだいきなりぃぃぃっ!?」

　問いかける禿とく頭とうの声が震ふるえているのは、おびえのせいか、あるいは単に息が切れているだけなのか。

　対するあたしは眉まゆ一つ動かさず、手をぱたぱたと振ふりながら、

「気にしないで。あんたたちと同じことをやってるだけだから」

「お、同じことだと？」

　面食らう男に、あたしはへーぜんと、

「そう。

　あんたたちはその格好で走り回りたいからそうしてる。

　通行のジャマだからって町長はめーわくがってるけど、それは町長の勝手。自分たちはモノを盗ったり誰かを傷つけたりしてるわけじゃあない、とか思ってるわけでしょ？

　それと同じで。

　あたしは攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶっ放したいからぶっ放してるだけ。

　巻き込まれるかもしれないからってあんたたちはめーわくがるかもしんないけど、それはそっちの勝手。こっちは狙ねらって術を当ててるわけじゃない。

　ほら。同じ。

　だから。

　あんたたちがあたしに文句をつけるすじあいなんて、これっぽっちもないのよっ！」

「──なんだと!?」

「てめえナメやがって！」

　後ろで男たちが息まくが──

「よせ」

　それを止めたのは、あたしと対たい峙じした禿頭だった。

　となるとこいつがリーダーか。

　……ちっ。挑ちよう発はつに乗ってかかって来れば、心おきなくぶっ飛ばし、即そく座ざに解決となったものを。

　禿頭は皆みなを集めて円えん陣じんを組み、何やらごそごそ相談開始。

　相手がどう出ても対応できるよう、あたしは口の中で次の呪文を唱え──

　やがて男たちはうなずくと、禿頭はあたしに目をやって、

「確かにあんたの言う通りだ。

　わかった。俺たちは勝手に走り続けるから、あんたも勝手に呪文をぶっ放してくれ」

「なっ……」

　思わず、かくんっ、と口を開くあたしに、

「ただし。

　俺たちには当てないように頼たのむぞ。当てればあんたが悪いってことになるからな」

　言ってにやりと一つ笑うと、あたしの返事も待たずに、またまたほっほと奇き声せいを上げつつ走り出す。

　……そ……

　そう来やがったか……

　あたしは内心ほぞを噛かむ。

　びびって逃にげるも反はん撃げきして来るも良し、のつもりでいたのだが……

　まさか、がまんする、などとゆー方法を選ぶとはっ……

　これは完全に予想外。なら──あたしはどーする？

　術で吹ふっ飛ばすわけにもいかず、かといって、作戦を練り直すのにここで一いつ旦たん引き返したら負けである。

　……ええぃっ！　こーなったらっ！

「火炎球フアイアー・ボールっ！」

　づどぉぉぉぉぉぉぉぉぉんっ！

　続けて唱えた術を、当てないようにぶっ放す！

　ご要望通り、術をぶっ放し続けるのみっ！

　爆ばく音おんに男たちは、びくりっ！　と体を震わせるが、今度は足も止めずに走り続ける。

　だが炎ほのおと爆音は確実に、プレッシャーを与えているはずっ！

　そう！　こーなれば、あたしと連中との意地の張り合いっ！

　相手がギブアップするのが先か、あたしが根負けするのが先かっ!?

　引きつり顔で奇声を上げる男たちを前にして、あたしは次の攻撃呪文を唱える──



　意地の張り合いは、初日での決着は見なかった。

　夕暮れまで呪文をぶっ放し続け、結局あたりが暗くなったので終しゆう了りよう。

　けどっ！

　明けて翌朝、今日こそはっ！

　かたく決意し意い気き込ごんで、宿の一階にあるメシ屋で朝ごはんを食べ、いざ出しゆつ陣じん！　と席を立ち──

「──リ──リナさんっ……！」

　その時、まるで昨日をくり返すかのように、飛び込んで来たのはメイザン町長。

　ということは──

「連中が出たのねっ！」

　いきおい込んであたしは言う。

「まーかせてっ！　今日こそは、連中全員が腰こしを抜ぬかすよーな術で……」

「いや！　ちょっと待ってくれ！」

　しかしあたしの意気込みに、町長はなぜか困った顔で、

「その……あんたがどういう方法で連中を止めようとしているのか知らんのだが、攻撃呪文の爆音がコワいと住民からの申し立てがあってな……」

　う。

「それに、街道そのものは無事なものの、まわりの草木がコゲたり凍こおって枯かれたり地面がえぐれたり……なんだかコワい光景になっているし……」

　……まあ……そこは否定しないけど。

　しかぁしっ！

「だから、何か違ちがう方法を……」

「何言ってるんですか町長っ！」

　弱気な町長に、あたしは、びしぃっ！　と言い放つ！

「ここで引いたら負けよ負けっ！

　これは相手との意地の張り合いっ！

　弱よわ腰ごしに出れば、こっちの──町の、町長さんの、でもってあたしの負けなのよっ！

　そーなるとあのテの連中はますますつけ上がるだけっ！」

「だ……だが……」

「『だが』ぢゃなくてっ！

　ここはひたすら押すところなのっ！

　やり方はあたしにまかせて！　そっちは町のひとたちへの説明よろしくっ！」

　言って歩き出せば、町長はいまだ何やら言いたげな顔で、しかし結局は口を開かぬままにあたしを見送った。

　押しが弱いぞメイザン町長っ！

　宿を出ると表には馬車が停とまっていたが、町長があれでは、あたしを現場に運ぶのを渋しぶるだろう。

　ゆえに歩きで昨日と同じ場所へと向かう。

　昨日見たのと同じ風景の道を行き、家並みがとぎれたその先に──

「へえ。今日も来たのか」

　果てなくのびる道の上、あたしを待っていたかのように、ずらりと並んだ男たち！

　むろん言うまでもない。禿とく頭とうをはじめとする、昨日の連中である。

　禿頭は腕うで組ぐみしながら、あたしを見下すように、

「昨日の終わりには声もかすれてたみたいだからな。

　今日はおうちで寝ね込こんでるんじゃないかと思ったんだが」

　対するあたしは冷笑を浮うかべ、

「そっちこそ。

　昨日のでビビって、今日は来ないかと思ってたのに」

　あからさまな挑ちよう発はつに、しかし禿頭は眉まゆ一つ動かさない。

「早起きなんてのはガラじゃないんだがな。

　今日ここに来なかったら、昨日のことでビビったと思われるだろ」

　むろんのこと。

　こいつらがそう考えて、朝から来ているだろうとは予想済み。だからこそあたしもこの時間に出向いたのだ。

「その負けん気だけはほめてあげるわ。

　──考えてみたらお互たがい、まだ名乗ってもいなかったわね。

　あたしはリナ。リナ＝インバース」

「俺おれたちは『魔ま王おう爆ばく走そう隊たい』、俺はリーダーのレガールだ」

　……ま……魔王爆走隊て。

　あまりのセンスに、笑いそうになるのをこらえつつ、

「ふ……ふぅん……

　けど爆走っていうわりには見た目ショボいわね」

「見た目がショボい!?　ハッ！　お前もしょせんは無理解な大人たちと同じか！

　見た目でしか何かを語れない！

　俺たちの走りは、そんな大人たちへの反はん抗こう！

　自由のための儀ぎ式しきなんだ！」

　何やら恍こう惚こつと語りはじめる。

「俺たちももうすぐ大人になる。いや！　なっちまうんだ！

　けれど町の大人たちを見ると、何が楽しいのかわからないまま過ごしてるようにしか見えない。

　あんな大人にはなりたくないんだ！

　けどそのパッとしない大人たちでさえ、俺たちのことを認めようとしない！

　こんな息の詰つまりそうな世の中で、風を切って走るその間だけが、俺たちが自由になれる時間なんだ！

　いわばこれは青春の暴走っ！」

　聞いているこっちがむしろ恥はずかしくなってくるよーな語りに、しかし爆走隊の皆みなさんは、かがやく瞳ひとみで聞き惚ほれている。

「俺たちは速く、少しでも速く走りたかった！　風になりたかった！

　だから最初は皆、馬でこのあたりを駆かけ回っていた！

　けどそのうち、無理解な親に叱しかられて馬を使用禁止にされる奴やつが続出した！

　だが俺たちは、そんな大人たちの迫はく害がいにもくじけなかった！

　馬がなければ自分の足で走ればいい！　要は気持ちの問題だ！

　最初は馬に乗った気持ちで、馬のいななきやひづめの音を口まねで出していた！

　けど息いき継つぎが苦しいので今の形に落ち着いたんだ！

　それが俺たちの栄光の軌き跡せき！」

　うぉぉぉぉぉっ！　と雄お叫たけびを上げる爆走隊の皆さん。



    

  
    
      　……いや……それはむしろ栄光じゃなく転落の軌跡なんじゃないかなー、と思ったりするんだけど……

「いーのかその落ち着き方は……」

　力無くツッコむあたしに、しかしレガールは迷いなく、

「何が悪い!?

　俺たちの目的は、死んだフリをしているくせに、俺たちを全然認めない大人たちに、ナメられないようにすることだ！」

「いや。

　あたしもあんたらと歳とし近いから、大人に甘あまく見られたくない、って気持ちはわからなくもないけど……

　その気持ちに対して、行動が間ま違ちがってるでしょーが。明らかに」

「間違っているだと？　どこが!?」

「どこってゆーか、むしろ全部っ！

　そもそもっ！

　誰だれかにめーわくかけたり悪目立ちするなんて、否定されこそすれ認められるわけないでしょ！

　そんなもの、『他の誰にもマネできないこと』じゃなくて、ただの『やってもロクなことがないから他の誰もやらないこと』なんだからっ！

　認められたいってゆーのなら、認められるよーなことをすればいーのよっ！」

「ふ……甘いな……」

　しかしレガールはにやりと不敵な笑みを浮かべ、

「確かにお前の言うことにも一理ある。

　が、お前の言う、認められるようなことをするには努力が必要！

　しかしっ！

　努力って大変そうだからイヤだっ！」

　断言に、爆走隊の一同、一いつ斉せいにうなずいて。

　……こ……こいつら……

　あたしは指先でこめかみ押おさえつつ、

「……オッケーわかった。

　じゃああんたらは、好きなだけランニングしてるといいわ……

　それでみんながあんたたちを認めてくれる日なんて来ないと思うけど」

「ぬかせ。

　お前なんかに言われなくても、俺たちは走ることをやめないっ！

　お前ら！　この女に俺たちの走りを見せてやろうぜ！」

『おうっ！』

　レガールの号令一下、ほっほほっほと奇声を上げてあたりを走りはじめる一同。

　……おーし上等っ！

　ならばあたしも、本当の恐きよう怖ふがどーゆーものか教えちゃるっ！

　思って呪文を唱えはじめて──

　だがその時っ！

『ほっほっほっほっ』

「ほーっほっほっほ！」

　連中の声に混じって響ひびいて来たのは、どこかの誰かのバカ笑い！

　──この声はっ！

　あわててふり向き目をやれば、轍の響きも高らかに、町の中からこの場所に、姿を現す馬車一台！

　そしてその馬車の屋根の上にはすっくと立った影かげ一つ！

　トゲトゲつきのショルダー・ガードに首からドクロのネックレス！　むやみに露ろ出しゆつの多い服！

　風にたなびく長い黒くろ髪かみ黒マント！

　そう！　彼女こそ、自じ称しようあたしのライバルこと、人の姿をした本末転てん倒とう！　悠ゆう久きゆうたる迷めい惑わく、白蛇サーペントのナーガ！

　あたしが町長の依い頼らいを受けたのも、外でもない、この女が事件に関かかわっていると確信してのことだったのだ！

　ところが実際はそーではなく、なおかつこのタイミングで脈みやく絡らくもなく現れる間の悪さ！

　その時あたしは気がついた！　さっきまでナーガが上げていたバカ笑いが、今はぱったり止やんでいることに！

　──まずいっ！

　とっさにあたしは地を蹴けって──同時に！

「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウインっ！」



　ぶごばぅぅっ！



　ナーガの『力あることば』と生まれた颶ぐ風ふうが、爆ばく音おんとなって世界を舐なめる！

　あたしは風に逆らわず、地を蹴り風に乗り衝しよう撃げきを殺して着地！　ふり向けば、烈れつ風ぷうに吹ふっ飛ばされた爆走隊の面々！

　停とまった乗合馬車の上から、ナーガは、しゅたっ！　と飛び降りて、腰こしに手を当て胸そらし、上げるはいつものバカ笑い！

「ほーっほっほっほ！

　街道を暴走したり荒あらしたりしている連中がいるからと聞いて来てみれば！

　ぜんっぜん大したことないじゃない！」

「ち……ちょっと待ってください！　こんな手て荒あらな……！」

　馬車から降りて来たメイザン町長があわてて苦情を口にするが、むろんンなことで反省するナーガではない。

「ふっ！　何を言っているのかしらメイザン町長！

　このわたしに解決してくれと頼たのんだのはあなたじゃない！」

「どーゆーことよ!?　それっ!?」

　声をはり上げたあたしに、ナーガは、さも今気がついたかのように、

「あらリナ、いたの？　あんまり胸が小さいんでちっとも気づかなかったわ！　ほーっほっほっほ！」

　ぐむぅっ。どさくさにまぎれて言ってはならんことをっ！

　しかぁしっ！　ナーガへの死の制せい裁さいは、ことのなりゆきを確たしかめてからっ！

「──ナーガに依頼、って聞こえたけど、どーゆーことなのよ町長っ!?」

　問えば町長は困り顔で、

「し……知り合いなのかあんたら……？

　……どういうことって……

　きみが私の言うことを聞いてくれないから……困ってる所にこの人がやって来て……

　暴走している連中とどこか似た格好をしてるし、ひょっとしてこの人なら、連中と心が通じるかと……」

「通じるかぁぁぁぁぁっ！

　そもそもまともな会話も通じなさそーな格好でしょーがっ！　実際通じてないしっ！」

「ちょっとリナ失礼ね！　会話も通じない、なんて！」

　かみつくナーガに、しかしあたしは白い目を向け、

「じゃあ聞くけどナーガ、あんた、町長さんから、穏便になんとかしてくれ、って聞いてない？」

「聞いてないわね」

「言ったじゃないですかっ！」

　髪かみをかき上げ即そく答とうしたナーガに、メイザン町長の顔に動どう揺ようの色が浮かぶ。

　あたしはため息つきながら、町長に同情のまなざしを向け、

「……残念だけど、もう遅おそいわ……

　ナーガに頼んで、ことを穏おん便びんにおさめようとするなんて、油をかけて火事を消そうとしているよーなもんよっ！」

「ちょっとリナ！　それじゃあまるでこのわたしが、しょっちゅう問題を起こしているみたいじゃない！」

「自覚なかったんか!?」

　ナーガの見当外れな抗こう議ぎにさしものあたしも驚きよう愕がくする。

「自覚とは何よ自覚とはっ！

　ひょっとしてあなた、このわたし以外の人がささいなことですぐ神経質に動どう揺ようするのを見て、何かカン違ちがいをしているんじゃないでしょうねっ!?」

「そ・れ・は・あんた以外が神経質なんじゃなくて、あんただけが無神経なのよっ！」

「ほーっほっほっほ！

　自分の立っている側がスタンダードだと思い込むその姿勢！

　視野が狭せまいわねリナ＝インバースっ！」

「それはこっちのセリフよっ！」

　ナーガは、あたしに不敵な笑みを向け、

「どうやらあなたも町長さんから、街道で暴走している連中を止めてくれと依頼を受けたようね」

「……あ、暴走している連中を『穏便に』止めてくれ、ですのでよろしく」

　横からメイザン町長があわてて念を押おすが、聞こえているのかいないのか。

「ならばっ！」

　ナーガは、ようやく呪じゆ文もんのダメージから立ち直り、起き上がりはじめた魔王爆走隊のみなさんをぐるりと見回し、

「このわたしとあなた、どっちがより穏便なのかっ!?　この連中を穏便に止められるかどうかで勝負よ！　リナ！」

「のぞむところよっ！」

『ええええええええっ!?』

　驚おどろきと不満混じりの声を上げる爆走隊の面々を、あたしは、きっ！　とにらみつけ、

「まさかとは思うけど……あたしにさんざんデカい口叩たたいておいて、たかだかナーガの攻撃呪文一発食らったくらいで、おじけづいてもうやめる、なーんて根性のないこと言わないでしょーねぇ？」

　クギを刺させば、ナーガの方も男たちにスルドいまなざしを向け、

「あなたたちっ！　もしもリナの説得なんかで改心したら、ただで済むとは思わないことねっ！」

「ちょっと待ったナーガ！　それは脅きよう迫はく！」

「笑わせるわねリナ＝インバースっ！

　今のが脅迫なら、あなたのさっきのことばだって脅迫じゃない！」

「そんなことはないっ！」

　真っ向にらみあうあたしとナーガ！

　二人の視線が火花を散らし──

「……念のため二人に聞きたいんだが……」

　横からメイザン町長がおずおずと、あたしとナーガに問いかける。

「二人とも、『穏便』という言葉の意味は知っているよね……？」

　ナーガは余よ裕ゆうの笑みで髪をかき上げ、

「ふっ！　ずいぶんと馬ば鹿かにした質問ね！

　要は、文句を言う人が誰もいなくなればいいだけの話でしょっ！」

　きっぱり返した頭悪い答えを、あたしは鼻先で笑って、

「あのねぇナーガ。

　その言い方だと、文句を言う人をみんな口くち封ふうじするみたいに聞こえるわよ。

　いい？　穏便っていうのは、最終的に死者が出ないってことなの」

「──ちょっ……！　ちょっと待ってくれ町長っ！」

　あたしとナーガの回答に、爆走隊のレガールは、なぜかまともに顔色を変えて、

「本当にこんな連中に任せる気かっ!?」

　ド失礼な質問に、町長は毅き然ぜんと、

「もちろんだ。下へ手たに止めたらこっちにも火の粉こがふりかかる」

　……毅然とド失礼な答えを返す。

「……まあ何にしろ……」

「それじゃあ、はじめましょうか」

　おびえる爆走隊の面々を前にして。

　あたしとナーガはそれぞれに呪文を唱えはじめたのだった──



「──言っておくけれどリナ、ここから先は本気を出させてもらうわよ」

「へー。昼までは本気じゃなかったんだ。

　笑わせてくれるじゃないナーガ」

　肩かたを並べて道を行きつつ、あたしとナーガは軽かる口くちを交わす。

　あたしとナーガの、爆走隊事件穏便解決勝負がはじまったその日の昼。

　とりあえずおなかがすいたので、一いつ旦たん町に帰り、町長のツケでごはんを食べて。

　軽口を交わしつつ街道に戻れば──

「……あれ……？」

　眉まゆをひそめてあたしはつぶやく。

　カーブを描えがいてのびる道、へし折れた灌かん木ぼく。でっかいクレーターがいくつかできていて、あたりには石人形の残ざん骸がいがいくつもいくつも転がっている。

　……午前中、あたしとナーガがどーゆー穏便なことをやったかは、その情景から推して知るべし。

　そばには馬車が停とまっており、あたしたちよりひと足早く戻もどってきていたらしい町長と御ぎよ者しやがいて──

　それだけ。

　爆走隊の姿は一人も見あたらない。

「いないわね……」

「ひょっとしてまだ、みんなでごはん食べてるとか？」

　あたしのつぶやきに、ナーガも困こん惑わく顔。

　ごはんも食べてこっちは気力も体力も満タン。せっかく本気で穏便に説得してやろうと、はりきって来たとゆーのに。

「……たぶん……」

　ぼそりっ、と言ったのはメイザン町長。

「……さすがに嫌いやになってどこかに行ったんだと思うが……」

『にゃにぃぃぃぃぃぃっ!?』

　あたしとナーガの怒いかりの声が重なった！

　おにょれ魔王爆走隊っ！

　まさかあっさり逃げ出すとはっ！

「勝負にまだ決着もついてないのにっ！　なんちゅう身勝手なっ！」

　怒りの叫さけびを上げるあたし。

「ふっ！　こうなったら仕方ないわねっ！

　一時休戦よリナ！　まずは連中を捜さがし出して、それから勝負再開よっ！」

「オッケー！

　とゆーことでメイザン町長！　あいつらがどこに行ったか心当たりある!?

　なければリーダー格のレガールとかいう奴やつの家がどこにあるか教えて！」

「……いや……しかし……

　引き上げたのなら、そうっとしておいてやってもいいんじゃあ……いや、教える。教えるから人殺しの目で私を見つめるのはやめてください。

　たまり場がどこかは知らないが、レガールの家なら、教会そばの十字路に面した青い屋根の家だが……」

「青い屋根ね！　行くわよナーガ！」

「ふっ！　わかったわっ！」

　うなずいて二人は呪文を唱え──

「その……！　くれぐれも町の中では穏便……じゃない、誰だれにも──」

　町長が何やらもごもご言っているが、たぶん形式通りの注意だろう。

　かまわず二人は──

『翔封界レイ・ウイングっ！』

　声を重ねて術を発動！　風の結界を身に纏まとう、高速飛行の術を使って宙に舞まう！

　教会の位置はおぼえている。しばらく行けば問題の場所。そして近くには、一軒けんの青い屋根の家！

　あたしとナーガは術を解いて着地すると、刹せつ那な互たがいに視線をかわし、それだけで意思を疎そ通つうさせた。

　ナーガがうなずき、少し離はなれた路地へと入り──彼女が家の裏側にたどり着いただろう頃ころを見計らって。

「──レガール！　いるの!?」

　あたしは家の玄げん関かんドアをノックしながら大きな声で呼びかけた。

　これでもし、相手が裏口から逃げ出そうとすればナーガの目にとまる。

　口をつぐんで様子を見れば、家の中で動く気配。

　気配は裏ではなく、あたしのいる方に向かっていた。

　……けどこれは……

　ほどなく玄関ドアが、がちゃりと開いて。

「おにーちゃんの、ともだち？」

　あたしを見上げて立っていたのは、五つほどになるかならないかの、めちゃめちゃかわいい男の子。

「……レガールの……弟くん？」

「うん！　マディ！」

　ぴゃっ！　と右手を上げて元気な笑え顔がお。

　……かわいいなぁ……兄に似ず。

　あたしは身をかがめると、視線をマディくんと同じ高さに合わせて、

「あたし、レガールお兄ちゃんの知り合いでリナっていうの。

　西にある街道のあたりで会おうと思ってたんだけど、いなくって。

　他にどんなところをたまり場……みんなで集まる場所にしてたか、知ってる？」

「うん。知ってる！」

　マディくんは、北の方を指さして、

「あっちの、もー、ってなってるところ！」

　いや。わからん。

　わからないが、この歳としの子に、わかりやすく説明しろと言うのも無理な注文である。

　このぶんだと、指さした方向が合っているかどうかも怪あやしい。

　……うーみゅ……そうなると……空を飛ぶ術でも使って上から捜さがすしかないか……

　けど町の広さを考えると、時間がかかりそうだし、屋根や木の下にいると見つけられない可能性も……

　あたしがいろいろ考えていると。

「こっちー！」

　言うと飛び出すマディくん！

「え？　ちょっ……!?」

　あわててあとを追いかけて、

「ちょっと!?　え!?　案内……してくれるってこと!?」

　問えば足を止め、ふり向いて、

「うん！　あんない！」

　いや。親切はありがたいんだけれど。

　あたしはマディくんと、開きっぱなしの玄げん関かんドアを交こう互ごに眺ながめて、

「けどひょっとして、おるすばんしてたんじゃないの？」

　もはや家にはひとけがない。ならそういうことなんじゃないかと思ったのだが。

　問えば少年は、

「やってたー！」

「じゃ、出かけちゃダメじゃん」

「べつにいいー！」

　と、駆かけ出したくてうずうずしている。

　……なるほど。

　留守番で退たい屈くつしていたところにあたしがやって来たもんで、道案内を言い訳にして外に出ようとしているのだ。

　ならばこっちも、その親切に甘あまえさせてもらおう。あとで兄ちゃん泣かすけど。

「じゃあ玄関ドアは閉しめて行きましょ。

　あと、おねえちゃんの友だ……知り合いも呼ぶからちょっと待っててね」

「うん！」

　笑顔の返事に、あたしは家のドアを閉め、

「ナーガ！　協力者確保！　こっちに回って来て！」

　呼びかけてほどなく。

「ほーっほっほっほ！」

　バカ笑いを上げながら、駆かけ来るナーガを目にして、マディくんが声を上げる。

「おにーちゃんのともだちだー！」

　……そっか。やっぱしともだちに見えますか。両方変な格好だし奇き声せいを上げるし。

「その子なの？　リナ」

「レガールの弟。マディくん。案内してくれるって」

　言ったその時。

「──あんたら子供に何をやっとるんだ!?」

　声に目をやれば、こちらに向かいつつある馬車から身を乗り出すメイザン町長。

　どーやらあとについて来たようだが──あたしたちが子供に何かするとでも思ったのだろーか。失礼な。

「案内してもらうだけ！　ついて来て！」

　とはいえ、子供の歩くペースに合わせるのも、ちょっとめんどくさそうではある。

　なら。

「そうだマディくん、案内のお礼に、空飛ぶ魔ま法ほうで運んであげる」

「──そら!?　とぶの!?　ほんと!?」

「うん。こっち来て。あばれないでね」

　あたしはきらきらした目でうなずきまくるマディくんを後ろからだっこすると、口の中で呪文を唱えて──

「翔封界レイ・ウイングっ！」

　高速飛行の術で空へ！

「うわー！　とんでるー！」

　腕うでの中ではしゃぐマディくん。

　さわぐのをなだめるのにちょっぴり骨を折りつつも、それでもなんとか道案内をしてもらい──

「そこのいえをこっちー！」

　マディくんの指さす通り、町の端はしにある大きめの家か畜ちく小屋らしき建物の角を曲がり──

　そこに。

「──いたっ！」

　思わず小さく声を上げて、あたしは術を解除し着地する。

　続いてそばに降り立つナーガ。

　家畜小屋では牛が飼われているのだろう。術を解いて風の結界が消えれば、鳴き声が聞こえてくる。

　小屋のそばには空き地があって、そのまま、町の外の草地につながっている。

　そこに。

　レガールをはじめとする魔王爆走隊、ざっと十数人の姿はあった。

「ひぃぃぃっ!?」

「き、来やがった!?」

　男たちは口々におびえた悲鳴を上げ、その中で──

「マ、マディ!?　お前……！」

　焦あせりの声を上げたのは、外でもないレガールだった。

「あ、兄にいちゃ──」

「貴様ぁっ！」

　弟のことばをさえぎって、レガールは怒りのまなざしであたしをにらみつけ、

「よくも弟を人質にっ！　卑ひ怯きようなっ！」

「──やっぱりそのつもりだったか！　リナさん！　いくらなんでもそれはやりすぎですっ！」

　見当違いなレガールの抗こう議ぎを耳にして、馬車でついて来たメイザン町長も顔色をなくして声を上げる！

「違うわぁぁぁっ！　町長っ！　やっぱり、ってどーゆーことよっ！」

　さすがに絶ぜつ叫きようするあたし。

　言われてみれば、マディくんを後ろから抱かかえた今の姿は、そんなふうに見えなくはないかもしれないが……

　あたしは彼を放すとレガールを真っ向からにらみすえ、

「レガール！　あんたのいそうなところに案内してもらったのよっ！

　──よね？　マディくん？」

「うん」

「──ということよっ！

　あんたたちがあたしとナーガの『穏おん便びんな交こう渉しよう』におびえて逃にげ出したりしなかったら、弟さんを巻き込むこともなかったのにっ！」

　我ながら、聞きようによってはちょっと悪役ゼリフのよーな気がしたが、そこはあんまし考えない方向で。

「おびえる、だと!?　笑わせるな！

　勝手な決めつけはやめてもらおうか！

　単にさっきの場所にあきただけだ！

　お前たちの術におびえる奴やつなど一人もいない！」

　ほほう。

　あたしは無言で、ずいっ、と一歩足を踏ふみ出し──

『──っひぃぃぃっ!?』

　それに反はん応のうして声を上げ、ずざざっ！　と退すさる爆ばく走そう隊のみなさん。

「……ふーん。おびえてないんだ」

「おびえてないッ！」

　言い張るレガールの声は、しかし語ご尾びが震ふるえていた。

　……まあ、午前中、あたしとナーガにあれだけ『穏便な交渉』をされたのだ。意地が張れるだけ上々か。

「いや！　仮に今、お前たちの所行におびえて逃げる奴がいたとしても！

　それはお前たちの勝ちじゃない！

　なぜならそいつは、おびえて逃げたあと、お前たちの目の届かない別の所で暴走するだろうからだっ！

　俺たちは走り続ける！　何があっても！

　それこそが俺たちの勝利だ！」

　内容はともかく、いきおいのある宣言に、歓かん声せいを上げる爆走隊の面々。

　……ちっ……やっかいな……

　彼らが走り続けるなら、依い頼らい遂すい行こうは不可能となる。

　そうなると──

　町長へのツケで飲んだり食べたりしたぶんを、あたしが払わなくちゃあならなくなるかもしれない、とゆーことなのであるっ！

　──それだけは──なんとしてでも避さけなければ──

　いっそ爆走隊全員、わりと本気の攻撃呪文で吹っ飛ばして──などと考えていた、その時。

「にーちゃんたち、はしる？」

　きょとんっ、としたまなざしでそう聞いたのはマディくん。

「おう。走るとも」

　兄の答えに、マディくんは無む邪じや気きな笑みを浮かべて、

「ぼくもやりたい！　おうまさんごっこ！」

　……お……お馬さんごっこ……

　何をカン違いしての発言かは知らないが……って、そうか！

　ならこれは使えるかもしんない。

　マディのことばにレガールは苦笑で、

「おいおいマディ、俺たちはお馬さんごっこなんてやってないぞ。いいからお前はもう家に帰んな」

「──いーえ。やってたでしょ。お馬さんごっこ」

　すかさずあたしは声を上げる。

「あんたたち、最初は馬で走ってたけど、馬が使えなくなって、しばらくは馬の鳴き声やひづめの音を口まねして走ってた──」

　あたしはそこで身をかがめると、マディくんに問いかける。

「マディくんは、お兄ちゃんたちが、『ひひーん』とか『ぱっかぱっか』とか言いながら走ってるのを見て、お馬さんごっこだと思ったのよね？」

「うん！」

　迷わず元気良くうなずく五歳児に、ざわっ、とどよめく爆走隊のみなさん。

　かまわずあたしはことばを続ける。

「まー確かにそれって、お馬さんごっこ以外のなんでもないわよねー。

　いい歳としこいて。

　けどお兄ちゃんたちは今、お馬さんごっこじゃなくて、元気の出るランニングをやってるの」

「──ちょっ……！　ちょっと待て！　俺たちの走りはそういうんじゃあ……！」

「町長さん！」

　何やら言いかけたレガールを無視して、あたしはメイザン町長に、

「町の人たちによーく言い聞かせて！　彼らのやっているのはただの健康ランニングなんだ、って！

　薄うす着ぎで発声しながら走ることでより元気で丈じよう夫ぶになる！　運動不足のおっちゃんおばちゃんもぜひやりましょう、って！」

「だから待てぇぇぇっ！

　馬ば鹿かにするな！　俺たちの走りはそういうんじゃないっ！」

　必死に声を上げるレガールに、あたしは冷笑を向けて、

「なぁぁぁぁぁに言ってんのよ。

　あんたたちがどーゆーつもりだろうと、馬の口マネしてたらお馬さんごっこ。今やってるのは健康ランニング。

　はたからは、子供の目にもそうとしか見えないってこと、今のではっきりわかったでしょ！」

「……うっ……！」

　指し摘てきに小さく呻うめくレガール。

「いいトシこいてそんなことやってたら、まわりからはどう見える？

　バカにされたくない、と思ってやってるはずの行動そのものが、バカにされる最大の原因になってるって気づかない!?

　……大人たちがあんたたちと距きよ離りを置いてんのを見て、一目置かれてる、ってカン違いしてんのかもしんないけど……

　あれはっ！

　一目置かれてるんじゃなく、単にどっ引きされてるだけよっ！」

「……ど……」

「どっ引きっ……！」

　指し摘てきにざわつく爆走隊。

「そう。それはたとえるなら！」

　と、あたしはナーガを、びっ！　と指さして、

「ふつーの人がこいつを見て引くのと同じ感覚っ！」

「ちょっとリナ！　失礼ね！」

　ナーガは抗こう議ぎの声を上げるが、爆走隊の中にはさらに動どう揺ようがひろがってゆく。

「お……同じ……？」

「オレたちが……アレと……？」

　おしっ！　ここでもうひと押しっ！

「ひとに認めてもらいたい、バカにされたくないって思うのは当たり前よっ！

　けどっ！

　そのための手段がどーしよーもなく間ま違ちがってたり、あまつさえその手段が目的にすりかわったりしてると、いつの間にか自分さえ見失っちゃうことになるのよっ！

　行き着く果てはコレよ！　コレ！

　あんたたちもこうなりたいのっ!?」

「これって何よこれって！」

　何やらナーガがわめいているが、むろん取り合う者など誰だれもいない。

　爆走隊の面々は奥おく歯ばを噛かみしめ、

「それはっ……イヤだっ……」

「オレたちのやり方は間違っていたというのかっ……！」

「なあレガール……！　オレたちはどうすればいいんだっ……!?」

　むろん問われても、レガールに答える術すべなどあるはずはなく。

　かわりに。



    

  
    
      「答えなんてのは、自分で見つけるもんでしょーが」

　あたしは彼らに言い放つ。

「オトナから押しつけの命令されるのはヤだけどレガールからならオッケー？

　ンなもの大人への反はん抗こうじゃなく、ただのダダこね！　自分では何も考えてない証しよう拠こ！

　それじゃあバカにされるわよ。

　逆に。

　自分の頭で考えて、自分の足でちゃんと歩くことができれば一いち人にん前まえ。誰だれもあんたたちをバカになんかしなくなるわよ」

「……………………」

　レガールは、しばし沈ちん黙もくしていたが、やがて身をかがめると、あたしではなくマディくんに問いかける。

「マディ、兄ちゃんのやってること、お馬さんごっこみたいだったか？」

「……うん……違ちがうの？」

　子供なりに、おかしな空気になっていると悟さとってか、不安な顔を浮うかべるマディくんに、レガールは小さくほほえんで、

「いや──確かにあれはお馬さんごっこだよな──」

　レガールは静かに立ち上がると、爆走隊の面々を見回して、

「……どうすればいいのかは俺にもよくわからん。

　ただ──

　魔王爆走隊は、今日で解散する」

　宣言に──

　異論をはさむ者は、誰もいなかった。



「とまあ──あたしの緻ち密みつな計算通り、全部穏おん便びんに解決したわけだけど──」

　すべてが終わり、町へと戻るその途と中ちゆう。

　町長の馬車に揺ゆられつつ、あたしは言った。

　ちなみに爆走隊のみなさんは現地解散。マディくんはレガールといっしょに家路についているはずである。

「じゃあ勝負はあたしの勝ちってことで、ナーガがもらうはずだった依頼料もあたしのものに──」

「ちょっと待ちなさいリナ！」

　言いかけたあたしのことばを、やはり馬車に乗ったナーガが遮さえぎると、

「誰がいつそんな約束したのよっ！

　というかそもそもその勝負も、いつの間にあなたの勝ちって決まったのよっ!?

　このわたしも、十分に穏便だったはずでしょっ!?」

「どこがっ!?」

「──まあまあお二人さん──」

　一いつ触しよく即そく発はつになりかけた空気を、瞬しゆん時じになごやかなものへと変えたのは町長だった。

「そのあたりのことは、あとでお二人だけでじっくり話し合ってもらうとして──

　先に、お二人への依頼料と、西の街道まわりがめちゃくちゃになった、その整備料とのプラスマイナスについて話をさせてもらえますか。

　穏便に」

『。』

　絶句したあたしたちの沈ちん黙もくを、乗合馬車の轍わだちの音が埋うめるのだった──



（青春の暴走、はじめました：‥完。）



    

  
    
      
        スレイヤーズすまっしゅ。

ああ人生にいろいろあり



      

    

  
    
      

　人生で、選せん択たくに迷うことは少なくない。

　たとえば、誰だれかがおーぜいの人たちから袋ふくろ叩だたきに遭あっていた時。

　やられているのが普ふ通つうの人なら、とりあえず止めて事情を聞き、ごろつき風なら、ああ市民が悪に立ち向かっているのだなとほほえましく眺ながめればいい。

　だが。

　それが、いかにもちんぴら然としたかっこうの領主ロードだった場合には。

　──ええっと。

　あたしは近くで足を止め、しばし考えてから、推測しうる中で最も可能性の高い状じよう況きようを口にした。

「もしかして──ツッコミ待ち？」

「なん……でやねん……」

　殴なぐられながらも男はあたしの姿を認め、弱々しい声でツッコミを入れた。

　真まっ赤かな髪かみに、左の頬ほおにはギザギザのイレズミ。革のジャケットに幅はばの太いベルト。

　やっぱし見み間ま違ちがいではない。

　一いつ般ぱん市民のみなさんに、心おきなくどつき回されているこのちんぴら風の男こそ、あたりを統治する領主ロード、ゲインズ＝ブラスライン……のはず、だった。

　しばらく前、とある伝統文化をめぐる事件で出くわした、どこをどう見ても領主ロードに見えない人である。

　しかし自分の領有地の領民にタコ殴りにされているとは……領主ロードっぽくなさに磨みがきがかかっている。

　あたしとしても立場を考えるなら、さん付けで呼んだり、ていねいなことばを心がけたりしなければならないところなのだろうが……

　なぜだろう。

　それをやったら、なんか人生に負けた気がする。

　ともあれ領民のみなさんは、あたしのことばとゲインズの反応に動きを止めると、こちらを見やり、

「何だお前？　こいつの仲間か？」

　息巻いて尋たずねる一人に、あたしはにっこり笑み浮かべ、

「あはははは。言うにことかいて仲間とか。

　世の中には、言っていい冗じよう談だんと言っちゃいけない冗談とがあるって知ってる？」

「うっ……！　な、なんかすまん……」

　なぜか気け圧おされあやまる相手。

　あたしは小さく肩をすくめ、

「絶対に仲間とかじゃないにしろ、知ってる顔だったりはするんだけど……

　一体今度は何やらかしちゃったの？　こいつ？」

　つき放した調子で問えば、別の一人が憤ふん慨がいした口ぶりで、

「こいつ、リーズタイトさんの所にたかりに来やがったんだ」

「リーズタイトさん？」

「ああ。ここの町長さんだよ」

　言って男は、町の奥おくへと視線を向けた。

　ここ、リスリルは、ちょっぴりさびれた感のある小さな町。

　なだらかな丘おかと木々とに囲まれていて、男が目をやったその先、丘の上には立派な屋や敷しきが建たっている。

　どうやらそれが、リーズタイトとかいう町長の家のようだった。

　……町長の家にたかりに来る領主ロードって一体……？

　何か事情があるのかもしれないが、そこはあたしの知ったことではない。

　とはいえこのまま立ち去るのも気がひける。

　そこであたしは、他人ごとの口ぶりで、

「なるほど。

　つまり、町長さんにめーわくかけようとしたこいつが許せない、と」

「おうよ」

「そんなにみんなに慕したわれてるってことは……よっぽどいい人なんでしょうね、その町長さん」

「ああ。俺たちはみんな、あの人には世話になってるんだ」

　誇ほこらしげにうなずく男たちに、しかしあたしは眉まゆを曇くもらせて、

「けどそんなにいい人なんだったら気をつけなきゃ。

　あなたたちがそいつをうっかり死なせちゃったりしたら、きっと町長さん悲しむわよ。

　自分のせいで人が死んだ、町の人たちを人殺しにしちゃった、って」

『……っ……』

　人殺し、という刺し激げき的てきなことばがきいたのか、あたしの『忠告』に、男たちは気まずげに顔を見合わせて、

「……そりゃあまあ……オレたちだって何もそこまでやる気は……」

「仕方ねえ。このへんで勘かん弁べんしてやるか」

「二度とこんな真ま似ねするんじゃねえぞ」

　口々に言い捨てながら散ってゆく。

　あたしも小さくうなずくと、きびすを返して──

「……た……助かったぜ……こんな所で会ったのも何かの縁えんって奴やつかな……」

　なんだかつぶやくゲインズを無視して迷わず立ち去る。

「……ちょ……！　おい、待てって……！　話が……！」

　風に乗って届く空耳は相手にせずに、あたしはリスリルの町をあとに──

「話聞くだけで金貨二枚っ！」

「……聞くだけよ」

　仕方なくそう答えると、あたしは足を止めたのだった。



「ほら。伝サ承ー歌ガであるじゃねえか」

　朽くちかけた切り株に腰こしを下ろし、ゲインズはそう切り出した。

　リスリルの町を出て、街道を外れて少し入った森の中。

　彼は町の人たちから悪人だと思われている。となれば町や街道で長話をするわけにもいかず、一いつ旦たん町を出て、こんな場所での話となったのだった。

　緑の濃こい季節ではないが、立木には常緑樹も少なくない。街道を通る者がいても見られることはないだろう。

「伝サ承ー歌ガ？」

　立木の幹に背中をあずけ、おうむ返しに問うあたし。

「知らねえか？　『ロイヤル・ウォーターゲート』って奴」

「あー。知ってる知ってる」

　ゲインズの説明にあたしは首を縦に振ふる。

　ウォーターゲートの名を持つ王の血族ロイヤル・フアミリーの老人が、お供たちとともに各地を漫まん遊ゆうし、悪徳領主ロードや非道な商人をこらしめて回る、というすじがき。

　割と人気のある伝サ承ー歌ガで、いろんなバリエーションが無数に存在し、主人公の名前が違っているものも多数。

　昔その地域に実在した王族の名前が使われることも多く、ウォーターゲートというのもそんなうちの一パターン。

　本当にいた人の名が使われてはいても、話そのものは後世の創作だろうと言われているが、この物語にロマンを感じる人はけっこう多いようで──

「だからよ！　俺おれ様さまも領主ロードになったんだから、一回アレをやってみようと思ってよ！」

　……こういうバカはあとを絶たないとも聞く。

　ゲインズは、あたしの漏もらしたため息に気づきもせず、目をきらきらさせながら、

「クールだよな！　悪党どもの所行を暴あばいてブチのめして！　最後に身分を明かして悪党どもを這はいつくばらせるんだぜ！」

「けどあんた、むしろ狩かられる側じゃない」

「狩られる側とか言うな！

　いーじゃねーかあこがれたって！

　風の噂うわさじゃあ聖王国セイルーンの王子もお忍しのびの視察をやってるって聞くけど、あれもきっとコレの影えい響きようだぜ」

「へー」

　と、あたしは気のないあいづち。

　セイルーンの王子がおしのびで視察というのが本当なら、運命の出会いと玉の輿こしを夢見てみたい所だが、なにしろこいつの言うことである。寝ね言ごとか何かだと思った方がいいだろう。

「ともあれそれで俺様は、お供を二人ほど見つくろって、世直しの旅に出てみたってわけだ！　自分の領地内限定だけどな！」

「……世直し……ねぇ……

　それにしちゃあ前の所ではロクなことやってなかった気がするけど……」

　ジト目でつぶやくあたしに、ゲインズは、やや気まずげに視線をそらし、

「む……いや、あれは確かに俺様も、ちょっと手段を選ばなさ過ぎた気はするけどよ……

　お供の二人もアレでヘソ曲げて帰っちまったし……」

「それで一人なんだ」

「けどよ──」

　ゲインズは、他に誰もいないこの場所で、あたりを見回し声をひそめて、

「今回は、どうやら当たり──

　つまり、町長のリーズタイトが、何かやってやがるみてぇなんだなこれが」

「根こん拠きよはあるの？」

「ある」

　気のないままに尋ねたあたしに、ゲインズは自信たっぷりうなずいて、

「ちょいとおかしな話があってな。

　領主ロードが代だい替がわりして、税金がバカみてぇにはね上がったけど、この町じゃあリーズタイトがある程度自分の財産でカバーしてくれたおかげで、少しの増税で済んだらしい。

　けどな。

　新しい領主ロード──つまり俺様は、税金増やしてなんていねえんだよ」

「──ほう」

　あたしは彼のそばに歩み寄ると、

「確かに、ちょっと面白そうな話ね」

「だろ？

　考えられるのは、善人ヅラしたリーズタイト様が、領主ロードの代替わりをダシにして、町の連中から金をまき上げてるんじゃねえか、ってことよ。

　悪評判は俺様に献けん上じようして自分は銭ぜに稼かせぎ、ってね。

　そこで俺様は一計を案じて、リーズタイトの所に乗り込むと、『てめえ町の人間だまくらかして税金ピンハネしてるだろ』と言ってやったのさ！」

「一計も案じてねぇぇぇっ！」

　思わずツッコミを入れるあたしに、だがゲインズも憤ふん慨がい気味に、

「何言ってやがる！

　ロイヤル・ウォーターゲートの伝サ承ー歌ガじゃあ、直接乗り込んで相手の悪事を指摘して、悪党が手下をけしかけて来るのをお供たちがバッタバッタとなぎ倒たおし、身分を明かして相手を屈服させてるじゃねえか！

　……まあ俺様の場合、ちょいと計算違いだったのは、お供がいねえんでボコられたのと、あわてて名乗ったら信用されず、『苦しまぎれに領主ロードの名前を騙かたるとは不届きだ』とか言われて余計にボコられた、ってことくらいで……」

　……………………

　あたしはしばらくの間絶句してから、それでもようやく口を開くと、

「あんた……自分の身分を証明するものとか持ってなかったの？」

「持ってたさ！　……帰っちまった供の片方が……

　屋敷の外にほうり出されて、それでも悪党を糾きゆう弾だんするために俺様の推理を披ひ露ろうしてたんだけどな……

　なんか、町の連中にボコられた」

　……………………えーっと……………………

　あたしはさらにしばらく沈ちん黙もくし、どこからどう話していいものやら悩んでから、

「それはなんてゆーか……

　心の底からほんっとーに、ただの、たかりに来たちんぴらね」

「何だとぅっ!?」

「質問」

　息まくゲインズに、あたしは手を上げ、

「だらしない格好した人が町にやって来て、人望のある町長の家を訪おとずれ、いきなり『お前悪事をやっているだろう』と言い放ちました。

　お引き取り願おうとすると暴れて、おさえつけられると突とつ然ぜん、『実は自分はスゴい奴なんだ』と力説します。

　ほうり出したら家の前で悪口をがなりはじめました。

　さて、ここで問題です。

　その人の正体は!?」

「ンなもん、たかりのチンピラに決まってんだろ」

　当たり前のことを聞くな、とばかりにゲインズは吐はき捨てて──

「──って、俺様のことじゃねえか!?」

　やっと気づいたか。

「そーゆーこと。

　事実がどうあれ、はたから見て説得力のないものは信じてもらえない、って話よ。

　あたしに言わせれば作戦ミス──どころか、作戦にさえなってないわね」

　指摘に彼は、しばし苦い顔で口をつぐんでから、

「……まあ……俺様にも多少の計画ミスがあったことは認めよう」

「多少かっ!?」

「そこで、だ！」

　ゲインズは座っていた切り株から立ち上がり、正面から、あたしの目を、ひた、と見つめて、

「ここまで言やぁ見当がつくだろ。

　リーズタイトの悪事を暴くのにあんたの力が借りたい」

「なるほど……話はわかったわ」

「それじゃあ──！」

「ええ」

　あたしはこっくりうなずくと、彼に右手をさし出して、

「これで話は聞いたげたから金貨二枚」

「ちょっと待てっ！　協力はっ!?」

　寝ぼけたことを言うゲインズに、あたしは眉をひそめて、

「何言ってんの？　聞くだけ、って最初から言ってるでしょ」

「たしかに言ってたけどよ！　そこは流れとかノリとかってものがあるだろうが！」

「知んないわよ。

　とゆーか、町長がウソついて税金ピンハネしてる疑いがあるっていうなら、ちゃんと正規の手続き踏んで役人動かせばいいだけの話でしょーがっ！

　あんたも一応領主ロードなんだからそれくらいの権限あるんでしょ!?」

「バッカ、そんなんじゃあ俺様が領主ロードだと知ってひざまずく悪党ども、ってのができねえじゃねえかよ！」

「やっぱし本音はそれかっ！

　とにかくっ！　約束は約束だから金貨二枚っ！」

「てぇぇつぅぅだぁぁえぇぇよぉぉぉぉぉ！　ノリ悪ィなあ！　ちゃんと依い頼らい料りようだって払はらうからよぉぉぉ！」

　もはや完全にだだっ子の口ぶりで、ゲインズはじたばたしながら、

「どぉぉぉぉせ無能な役人どもがチンタラやってもシッポなんて掴つかめねぇんだからよ！」

「自分の役職全否定かっ!?

　領主ロードとしてさすがにどーなのよその発言はっ!?」

「いや、そーじゃなくてだな！

　リーズタイトの野郎、絶対前からこっそりうまくやってやがったに違いねえんだ！

　けど、前から定期監かん査さはあったのに、おかしな所は見つかってねえんだぜ！

　つまり正規のやりかたじゃあダメってことなんだよ！

　だからよっ！　お忍しのびでっ！」

　──ふむ。

　言われてあたしは考える。

　ゲインズは、あたしを丸め込むために適当なことを言っただけなのだろうが、案外当たっているかもしれない、と。

　人望篤あつい善人だった町長が、領主ロードが替わったとたんに一念発起して悪事をはじめた、というのは考えにくい。

　なら以前から善人ヅラして税金のピンハネをやっていて、領主ロードの代替わりを機にさらに上乗せをもくろんだ、と見る方が自然だろう。

　これまで明るみに出なかったのは、監査の役人とつるんでいるか、書類でうまくごまかしているか──いずれにしろゲインズの言う通り、時間を費やし、正規の手続きを踏ふんで役人を動かしていたのでは、同じように煙に巻かれる可能性は高い。

「それに、考えてみろよ！」

　あたしの沈ちん黙もくを説得のチャンスと感じ取ってか、ここぞとばかりに畳たたみかけてくるゲインズ。

「町長の野郎が税金をピンハネしてやがるってことは、単純な町の連中がだまされて苦労してるってことなんだゼ！

　俺様はわざわざ親切にそいつを止めてやろうって言ってんだよ！

　しかも、タダで手伝えって言ってるんじゃねえ！　ちゃぁぁんと金は払ってやるって言ってんだよ！

　それを、なんだァ？　あんたは手伝わないってかァ？

　前ン時はご親切に首ィ突つっ込こんで来やがったくせによ！　今回はずいぶん冷てぇもんだよな！　えェおい！」

　……内容そのものはまともなことを言っているのに、言い方がちんぴら風のせいで妙みようにむかつく。

　とはいえ、町の人たちがだまされているのを知りつつほうっておくのも、あまり気持ちのいいもんではない。

　ならば。

　あたしは深々ため息ついて、

「──とかなんとか言って──

　結局のところは、自分がロイヤル・ウォーターゲートごっこをしたいだけなんでしょ？

　けどまあ、そこまで言うなら手つだってあげてもいいわよ」

「よしっ！」

「ただし──」

　と、あたしは指を一本立てて、

「作戦は、そっちに任せると脱だつ線せんしそうだから、あたしが立てたのに従うこと。

　あと、報ほう酬しゆうには、話を聞いたぶんの金貨二枚上乗せすること」

「──ああ。いいぜ」

　にやりと笑ってうなずくゲインズを相手に、あたしは早速、依頼料の細かな交こう渉しようをはじめるのだった。



　涼すずやかな笛ふえの音が風に流れる。

　町ゆく人々は足を止め、音の源へと目をやった。

　そこにあるのは二つの人ひと影かげ。

　二十歳の半ばを過ぎたほどの赤毛の青年。整った顔立ちに、羽織ったマント。伏ふし目のままで嫋じよう々じようと横笛を奏かなでる様さまは、ちょっと絵になる。

　……これが実はゲインズの変へん装そうだったりはするのだが。

　あたしの立てた計画の第一段階。

　それはすなわち、ゲインズが変装して町へととって返すことだった。

　提案しておいて何なんだが、さすがに無理があるか……と思っていたのだが……あたしもちょっとびっくりするほどに化けたもんである。

　髪かみ型がたは変えて、服は、あたしの貸した予備のマントを羽織ってごまかした。

　ほっぺたのマーキングだけはさすがにどーにもなんない気がしていたのだが、あたしがイレズミだと思っていたアレは、実はペイントだったらしく、布でふいたらあっさりと消えた。

　でもって楽器は、趣しゆ味みでやっていた横笛を持っていたらしく、それを使うことにしたのだが──けっこー演奏うまいでやんの。

　足を止めた人たちの中には、さっきゲインズをボコっていた奴もいたが、こちらを見やる顔にはひたすらとまどいの色。

　たぶん、ゲインズの顔に見覚えはあるものの、あまりの変わりっぷりに混乱しているのだろう。

　笛の音が止む。

　ゲインズは、さきほど自分をタコ殴なぐりしていた男を見つけると会え釈しやくを送り、

「さきほどはお騒さわがせして失礼しました」

　まともな口調で言えば、男はさらに混乱の色を深めつつ、あたしとゲインズ、交こう互ごに目をやり、

「……え……？　これ……？　どういう……？」

　うろたえるのに、あたしは苦笑を浮かべ、

「実は駆かけ出しの吟ぎん遊ゆう詩人なのよ。こいつ」

　と、ゲインズをしぐさで指して、

「ちょぉぉっと変わった奴でね。

　唄うたにしたい人を見つけると、変装していろいろ聞き回る、ってことをやってんの。

　そのせいでいろいろトラブっちゃうこともあるんだけど……今回はそれが度を超こしたみたいね」

「吟遊詩人の唄で好まれるのは、英雄の唄や悲ひ恋れんの唄」

　ゲインズは語る。

　もちろん、いつものちんぴら口調ではない。

　こいつも一応領主ロードである。社交辞令用の口のきき方も叩たたき込こまれているはず。今回はそのしゃべり方で行け、と、あたしが事前に指示をしておいたのだ。

　最初ゲインズは、それじゃあ格好もしゃべり方も自分らしくない、と文句を言っていたのだが、ロイヤル・ウォーターゲートが変へん装そうをするエピソードを引き合いに出して説得すると、嬉き々きとしてノッて来たのだ。

「剣けんや魔ま法ほうを駆く使しし、強大な敵をうち破る唄は心をたかぶらせ、悲ひ劇げきは心を揺ゆらします」

　唄うように朗々とゲインズは語る。

「しかし私は、仁徳篤あつい為い政せい者しやこそ、もっと讃たたえられるべきではないかと思うのです。

　そこに派手さはありません。

　が、人々の平和を、暮くらしを守る姿にこそ、私は美しさを感じるのです。

　──ここの町長、リーズタイトさんの評判は、近くの町でも耳にします。

　もっとよく知りたいとは思ったのですが、吟遊詩人として話を聞けば、語る者は話を誇こ張ちようしてしまいます。

　しかし私が知りたいのは誇大な噂うわさではなく真実の姿。

　ゆえにこそ、さまざまな姿に変装して話を集めることにしているのです。

　そのせいで今回はお騒がせしてしまったわけですが、甲か斐いあって、リーズタイトさんが町の人たちにどれだけ慕したわれているかが良くわかりました」

「……じゃあ……リーズタイトさんに文句をつけたってのは……？」

　とまどい顔で問う町の人その一に、

「もちろん、リーズタイトさんの人となりを知るための芝しば居いですよ。あとでおわびをしに行かなくてはなりませんね」

　と、ゲインズはにっこり笑顔で即答した。

　あたしが仕込んだ今の嘘うそ八はつ百ぴやく、れーせーに考えれば穴はいくらでもある。

　そもそも、楽器の奏かなで語りをする吟遊詩人が、口の塞ふさがる笛を使うことなんて普通はない。

　だが人とゆーのは、わけのわからない事態に出会った時、自分に害の及ばないような説明を与えられると、とりあえず納得しそうになる、というきらいがある。

　もちろん不自然さに気づく者もいるだろうが、こっちの真意が見えない以上、この場でそれを口に出す人はいない。

　今回の嘘はそれでじゅーぶんなのである。

　ゲインズは続けて、

「聞けば今回、代替わりした領主ロードが無む思し慮りよに税金を増やしたところ、リーズタイトさんが身を挺ていして説得なさって、この町だけ増税を免めん除じよしてもらったとか」

「いや、そりゃあ違ちがう」

　町の人たちのうち、一人の男が口走る。

　おし。ひっかかった。

　ゼロから根掘り葉掘り聞こうとするよりも、事実とはちょっと違う話を披ひ露ろうし、訂てい正せいさせる形を取れば、相手は『ここまで知られているならまあいいか』という気分になって、話を引き出しやすくなるのだ。

　なおかつこれは事実確認のためにも有効。

　こちらが言ったことを相手が肯定しただけならば、相手が話を合わせて適当にうなずいただけ、という可能性が残る。

「え？　違うんですか？　じゃあこの町も増税された、と？」

「あ、いや、そうじゃなくて、だな……」

　狙ねらい通り男は口を開き──

　だが。

「お、おい」

「え？　──あ、ああ……」

　隣となりにいた別の一人にひじでつつかれ、どういうわけだか先を濁にごす。

　……をや？　喜んで全部話してくれると思ったのだが……？

　どういうことかと内心いぶかしむあたしをよそに──

「──ははぁ──」

　ゲインズが悟さとったようにほほえんで、

「さてはリーズタイトさんに口止めされているんですね。

　ここの町だけ税金が優遇されていると他の町の人たちが知れば、妬ねたまれたり羨うらやましがられたり、無用なトラブルも起こるだろう、とか何とか」

　あたしの書いたシナリオにはなかったセリフを……って……

「な……なんでそれを……？」

　と、町の人。

　……なるほど。

　もしここの人間が、別の町の人と税金の話をすれば、増税などなかったことはすぐにわかる。

　近きん隣りんの町や村とひんぱんに交流するような町がらではなさそうではあるが、リーズタイトは念のため、適当な理由をつけて、税金のことを他ほかの町の人間や旅人には言わないように、とクギを刺さしていたのだろう。

　ゲインズはそれを察して、アドリブでセリフを入れたわけである。

　脳ミソが重点的に困った人だと思っていたのだが、ひょっとしたらこいつ、あたしが思ったよりも役者ではあるのかもしれない。

　しかしそうなると別の疑問も湧わくのだが……今はそれを確かめている時ではない。

　あたしはゲインズに調子を合わせることにして、片手をひらひら振ふりながら。

「あー、それならンな気を遣う必要ないわよ。

　もうどっかから話、漏もれちゃってるし。

　ここに来る前に立ち寄った町でも、リスリルの町はいいよな、って聞いたから」

「ええ。ですがやはり話に尾お鰭ひれがついているようでして。

　それで、正確なところを知りたいと思って、この町に来たんです」

　人あたりのいい笑顔で続けるゲインズ。

「実はここだけの話、リーズタイトさんの高こう潔けつな行いで、新しい領主ロードも心を動かしているという噂うわさも耳に入っています。

　もしそれが本当なら、リーズタイトさんの真実の姿を唄うたいひろめることで、それが人々の心に触ふれ、少しでも世の中が良くなるのでは──と、私は望んでいるのです。

　ですから。

　真実を語りひろめるために、是ぜ非ひともみなさんにお話をお聞かせ願いたいのです」

「──よっしゃわかった！」

「そういうことなら協力するぜ！」

　ノせられた町の人たちが、口々に歓かん声せいを上げる中──数人の男たちがそっとその輪を離はなれていくのを、あたしは決して見み逃のがさなかった──



「──で？　どういうことよ？」

　リスリルの町をあとにして、人通りの無い街道を行きつつ、頃ころ合あいを見計らい、あたしはゲインズにそう問いかけた。

「あ？　何がだよ？」

　格好はニセ吟遊詩人もどきのまま、口調だけは地に戻もどって彼は聞き返す。

　あのあと。

　あたしたちは、町の人たちから、増税の一部を町長が私財でまかなったという話やらその他もろもろ、リーズタイトへの讃さん辞じをさんざん聞かされたあと、行き先と、これを唄にしてあちこちでひろめるということばを残し、リスリルをあとにしたのだった。

　それはいいとして。

　あたしは言う。

「リーズタイトは町の人たちに、よその人間に税金のことは言うな、って口止めしていた。

　考えてみたらまあ当然なんだけど。

　あたしが聞きたいのは、なら、どうやってあんたは、口止めされてるはずの税金の話を知ったのか、ってことよ」

「ああ。そんなことかよ」

　ゲインズは面白くもなさそうに、

「なんのことはねえ。シケてたからだよ」

「……シケてた……？」

　眉まゆをひそめて問うあたしに、彼は続けて、

「俺様も領主ロードだからよ、各地の経済状況報告とかは受けるわけよ。

　で、その報告だとリスリルは今年は豊作だったはずなんだ。

　だったら景気はいいはずだ。

　けど実際に来てみると、どうにもパッとしねえ、どころかむしろシケてやがる。

　前にこっそり通りがかった時には、今年ほど豊作じゃなかったのに今より多少活気はあった。

　こりゃあ変だ、と思ってな。

　金が回ってるはずの所に回ってないなら、どっか他に流れてる、ってこった。

　野や盗とうに狙ねらわれてるとかなら、軍から報告があってもいいし、町も荒あれてるはずだけど、そういうのも無ねぇ。

　だからピンと来たんだよ。こいつぁピンハネだ、ってな。

　そうアタリをつけてカマかけてみりゃあ、話はあっさり聞けた。それだけの話さ」

「………………な……………………

　なるほど……

　常識知らずのアレな人だと思ってたけど、意外とまともなことも考えられるんだ……」

　あたしの絶賛に、しかしなぜかゲインズは怒いかりのこもった視線を返し、

「てめぇ、ケンカ売ってんのか？」

「まさか。

　……とゆーか、思い通りにピンハネの証言が聞けたからって、自分の置かれた状況を無視して相手の所に策さくもヒネリもなく飛び込んでボコられるよーな奴のことを、世間ではちゃんとモノを考える常識人とは言わないから」

「あっ……！　あれはその……

　ちょいと読み通りにうまく行ったもんで、つい調子に乗って……

　──まあいいじゃねえか！　そんなこと！

　俺様の詰つめが甘あまいのは、ガキの頃からじいやの折り紙付きなんだからよ！」

「いや。よくないから。一番大事だから。そこ。

　……けどまあ、今度はうまくいきそうよ」

　と、あたしはゲインズに目くばせをする。

　対する彼も声を低めて、

「ほー。てことは──」

「ええ。来たわよ」

　歩む歩調は変えないままであたしは言った。

　道の左右に並ぶ木々、その間を縫ぬって迫せまり来る気配は──この感じだとおそらく五、六人といったところか。

　気づかぬふりでそのまましばらく進んでいると──

「──待てぃっ！」

　後ろから浴びせかけられる恫どう喝かつじみた声。

　二人が泰たい然ぜんとふり向けば、そこにはあたしたちを追って、木々の間から駆かけ出した、六人ほどの男たち。

　手に手にこん棒を持ち、鼻から下をスカーフで覆おおって隠かくしているが、あきらかに、さっきリスリルの町で見かけた顔が混じっていた。

「おや？　何ですか？」

　驚おどろきもせず問うゲインズに、男の一人が、

「お前たちを先に行かせるわけにはいかないんでな。悪いがここでくた──」

「火炎球フアイアー・ボールっ！」



　つぼどぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉんっ！



　ここまで聞けばもう十分っ！　あたしが放った攻こう撃げき呪じゆ文もんの一撃が、ミもフタもなく男たちを吹ふっ飛ばす！

　もちろん丸コゲにしないよう、直撃させるのだけは避さけたが、それで十分。一人残らず倒たおれてぴくぴくケーレンしている。

　おしっ！　これであとは──

「待てやぁぁぁぁぁぁっ！」

　ガッツポーズを取ろうとしたあたしに、なぜか涙なみだ目めでかみついて来たのはゲインズ。

「いきなり吹っ飛ばすって何しやがるんだよぉぉぉぉぉっ！」

「え？　な？　何？」

　文句を言われる意味がわからず、あたしがうろたえていると、彼はあふれる涙をぬぐいもせずに、倒れた男たちを指し、

「あんたがこいつらをブチのめすのはっ！　相手の勝ち誇ほこったセリフを最後までちゃんと聞いてっ！　俺様がっ！　こらしめてやりなさい、とか言ってからだろうがっ！　流れからしてっ！」

　……まーだウォーターゲートごっこにこだわっとんのか。この男は。

　だがそう口にしたならば、迷いもなく、当たり前だ、という答えが返ってくることは目に見えている。

　もちろんこっちには、ンなしょうもないことで言い合いをするつもりはない。

　ここは調子を合わせて言いくるめるのみっ！

　あたしは小さく左右に首を振り、

「……何言ってんだか……

　あんたの見せ場はこんな小さい所じゃないでしょ？」

「……え……？」

　ゲインズの顔にとまどいの色が浮かんだのを見逃さず、あたしはさらに畳たたみかける。

「考えてもみて。

　こいつら、ただの手下なのよ。

　リーズタイトもいないこんな所で、せっかくのキメゼリフとかいろいろ、安っぽく使っちゃってよかったの？」

「いや……それは……

　良くねえな。うん。確かに良くねえ」

　よーやくだまされ……納得してくれたか、こくこくうなずくゲインズに、あたしもこっくりうなずいて、

「でしょ？

　ともかく、これで材料は揃そろったわ」

　言ってあたしは男たちを見やる。

　あたしの本当の目的はこれ──

　つまり、リーズタイトからあたしたちへ、刺し客かくをさし向けさせることだったのだ。

　もしもピンハネの証しよう拠こを求めて、リーズタイトを直接問い質ただしたり、家や捜さがししたりしたところで、シッポを掴つかめたかどうかは怪あやしい。

　いや、それどころか。

　あれだけ不自然に評判がいいことから考えて、町の中には、リーズタイトのやっていることを知りながら、情報操作やもろもろに協力している者がいたはず。へたを打てば、こっちが町じゅうの人を敵に回すことにさえなりかねなかった。

　しかし。

　吟遊詩人を装よそおって、リーズタイトの偉い業ぎようをひろめると言い残して町を発てば。

　リーズタイトがそれを無視することはできない。

　ほうっておけば、別の町で唄をひろめられ、増税のでっち上げが発覚することになるだろうから。

　あたしたちに刺客を送らざるを得ない状じよう況きようをつくり上げ、その上で、返り討うちにした刺客を悪事の生き証人とする。

　そう目新しい手ではないが、効果のほどはじゅーぶんだった。

「さて──

　じゃああとは詰めだけよ」

　言ってあたしはもと来た道──リスリルの方へと視線を送ったのだった──



「──言ったはずだぜ──」

　ゲインズは言う。

「俺様の詰めの甘さは折り紙付きだってな！」

　リーズタイトの手下たちに押おさえつけられたそのままで。

「いばるなぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　さすがにあたしは絶叫した。

　気絶した刺客たちをふん縛じばり、リスリルの町に引き返し。

　刺客のうち一人だけを証人として連行し、リーズタイトの家に乗り込んでみれば。

　迎むかえ出たリーズタイトはいきなり土ど下げ座ざ。

　どうか内密に、と、ふるえる声での懇こん願がんに、調子づいたゲインズは、上から目線でキメゼリフを吐はきつつ、スキップしながら近づいて、近くに隠かくれていたリーズタイトの手下たちにあっさり取り押さえられやがったのである。

　……手下の潜ひそむ気配に気づきつつ、とっさにあたしが警告できなかったのは、むろん、リーズタイトのいきなり土下座とゲインズのいきなりスキップ、ダブル意外のコンビネーションのせいである。

「詰めが甘いとかゆーよりほとんど自じ滅めつでしょ！　今のっ！

　いくら有う頂ちよう天てんになったっていってもっ！

　スキップしながら高速接近はないわっ！」

　叫ぶあたしに、しかしゲインズはニヒルな笑みさえ浮かべつつ、

「いや、ないわ、とか言われても。これこそが俺様流！」

「ぃやかましいっ！」

「──さて、そんなこんなでこういう状こ況とになったわけだが──」

　そんなあたしたちの会話を表情一つ変えずに聞き流し、リーズタイトは口を開いた。

　はじめてお目にかかった彼は、五十代くらいで、しらがに白ひげの、温厚そうな顔立ちのじーちゃんだった。

　服装も、屋敷内の家具調度類も華か美びとはいえず、とうてい悪人には見えない──というか、ゲインズなどよりよっぽど真人間に見える。

「きみたちも知る通り、私もまあ、おおっぴらには言えない方法で小こ銭ぜにを稼かせいではいるけれどね、せいぜいそれくらいが関の山。

　正直を言えば、あまり大それたことはやりたくないのだよ」

　穏おん和わな声で淡たん々たんと語る。

　この外見と物もの腰ごしなら、町の人たちがだまされるのも無理はない。

「君達だって不ふ愉ゆ快かいな目には遭あいたくないはずだ。

　となるとそういう意味では、私達の利害は一致していると思うんだよ。

　どうだろう。

　このまま全すべてを忘れて何も言わず、ここの領、いや、この国をあとにしてもらえんだろうか。

　もちろん旅費にはたっぷり色をつけて渡わたさせてもらうよ。ただしそのかわり、君達がちゃんと国を出るかどうか、見届け役はつけさせてもらうけれど。

　もともと旅人の君達ならば、別にこの国、この領地じゃなくても暮くらしていけるだろう？

　悪い話じゃあないと思うけれどね」

　対するあたしの返事はむろん──

「振動弾ダム・ブラスっ！」

　ごがっ！

　放った一撃に、近くにあったソファが砕くだけ散り、陰かげに隠れていた手下の姿が露あらわになる。

　あわてて駆け去る手下の姿を視界の端はしにとらえつつ、

「誠意あるお話し合いができる環かん境きようとは思えないけど？」

「身み柄がらは押さえさせてもらったが、君の連れを傷つけてはいない。それこそ最大限の誠意だと思ってもらえないかな？」

　いけしゃあしゃあと答えてのける。

　もちろん、リーズタイトの言うことを信じるつもりはさらさらない。

　話し合いをするつもりがあるなら、そもそも刺客など送りつけては来ないだろう。

　もしもあたしが話に応じれば、スキを見てこちらの寝ね首くびを掻かくつもりである。

　ならばあたしの選ぶ道は一つ。

「ゲインズ！」

　あたしは、捕とらわれたままの彼に問いかける。

「あ？　何だよ」

「あんた、弟とかいる？」

「は？　いるけど……何だ急に？」

「いや。いるならいいのよ。これで後こう継けい者しや問題とかも心配なさそうだし」

　言って呪じゆ文もんをとなえはじめるあたし。

　対するゲインズはいぶかしげに、

「……後継……？　何言って……」

　その表情が見る間に引きつり、

「ちょっ……！　ちょっと待て！　てめえっ！　俺様ともどもみんな呪文で吹っ飛ばすつもりだなっ!?」

　あたしはわずかに視線をそらし、かまわず呪文を唱え続ける。

　みんな吹っ飛ばす、という物ぶつ騒そうな言葉に手下たちがざわつくが、リーズタイトは眉すら動かさず、

「はったりなら、もう少し気の利きいたことを言って欲しいものだな」

「バッカてめえ何言ってやがんだ！」

　そのリーズタイトに向かってゲインズは涙目で、

「この女誰か知ってんのか!?　ドラゴンもまたいで通る盗賊殺しロバーズ・キラー、リナ＝インバースだぞリナ＝インバース！

　ヤるっつったら本気でヤりやがるぞ！」

　そのとたん。

　部屋の空気が一変した。

「……う……嘘だろ……？」

「いや……聞いたことがある……」

　誰だれかの漏もらしたつぶやきに、別のかすれた声が応える。

「……背の低さ……胸のサイズ……噂通り……いや、噂以上だ……！」

　オイ待てや。

「ま……まさか！　落ち着け皆みんな！」

　その中でリーズタイトも、顔面を蒼そう白はくにしながら、

「わ、私が聞いた噂では、本物のリナ＝インバースなら、ヒモのような服を着て奇き声せいを上げるお供のマスコットペットを連れているはず！」

　さらに待て。

　心の底からツッコミを入れたいところだが、それをすると、せっかく唱えた竜破斬ドラグ・スレイブが立ち消えになる。

「ああ……そいつになら会ったぜ。ナタ持ってて、さんざん森の中を追いかけ回された」

　ゲインズの説明に、さらに部屋の温度が下がり──

「……あ……あ……あの……オレ……」

　かすれにかすれまくった声は、部屋の端までにじり下がった手下の一人が発したもの。

「ま……前にたまたま……遠目に見たことがあって……

　た……たぶんだけど……当人だと思う……」

　空間が。

　音すら立てて凍こおりつく。

「それじゃあ……！」

「本物の……！」

「リナ＝インバースっ!?」

　いくつかの声が交こう錯さくし──

『ははぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！』

　リーズタイトとその部下一同、全員そろって一いつ斉せい土下座。

「……え……ええええええええええええええっ……？」

　自分のやりたかった役を取られて、ゲインズが不服の声を上げるが、むろんそんなものにかまう者など一人もいない。

「おおおお噂に名高いリナ＝インバース様とはつゆ知らず、数々のご無礼、平に、平にご容よう赦しやをぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッ！」

　床ゆかでひらたくなったまま、リーズタイトはかすれた声をふりしぼる。

　……あたしとしては、噂だけでここまで恐れられるのは、いろいろ納得いかないものもあるのだが……この状況を利用しない手はない。

　あたしはとりあえず呪文をキャンセルし、

「──リスリル町長リーズタイト！」

　ひれ伏ふすリーズタイトに向かって、朗々と声をはり上げる。

「は、ははぁっ！」

「領主ロードの代替わりと町長の肩書きを利用し、無む辜この町民から、ありもしない増税の名目で金銭を詐さ取しゆしたこと、すでに明々白々っ！」

「は……ははぁっ！　ご慧けい眼がん恐れ入りますッ！」

　指摘に、さらにちぢこまる町長。

「事実を察したあたしたちに刺客を送りつけて来たのが何よりの動かぬ証あかし！

　追って領主ロードからの厳きびしい沙さ汰たがあるはずよ！　それまでおとなしく謹きん慎しんしてるのね！」

「は……はぁっ……！」

　小さくなりまくる町長のそのそばで。

「……ええっと」

　ゲインズが右手を上げて何やら言いたげにするが、

「ややこしくなるからあんたは黙だまってて」

　あたしはぴしゃりとそれを却きやつ下かしたのだった。



「……あれ、俺様がやりたかった役どころなんだけど……」

　リスリルの町の外れの分かれ道。

　とりあえず事件も一段落し、さよなら間際のその時に、ゲインズの口から出たのはそんなことばだった。

　もちろん依頼料はいただいて、貸したマントも返してもらい、ゲインズは頬のペイントを除いてもとの姿に戻っている。

　彼が言っているのは、身分を明かしてみんながひれ伏す、という所をあたしが持って行っちゃったことについてだろう。

　……あたしとしては別にンなことやりたかったわけでもないんだが……

「あのねぇ。

　そもそもは、あんたが調子に乗って捕つかまっちゃったのが悪いんでしょ。

　アレさえなかったら希望通り、あんたにそーゆー役をやらせてあげられたかもしれなかったのに。

　詰めが甘いっていうよりも、調子づいて踏み外すクセ、なおしとかないとマズいわよ」

「……そりゃあまあ……そうなんだけどよ……けどなんていうか……」

「そもそも、よ」

　あたしはゲインズの小声のグチをさえぎって、

「あたしが受けたのは、町長がピンハネをしてる証拠を掴むこと。ごっこの手つだいじゃないわ」

「…………　…………　……」

　ゲインズのグチる声はますます小さくなってゆく。

「それに、あんたの見せ場はここからでしょ？

　一いつ旦たん帰って、役人や兵士を引き連れて来て。

　その時こそリーズタイトは、あんたが本当に領主ロードだってことを知るのよ。

　これはこれでアリだと思うけど？」

　あたしのことばにゲインズはしばし考えてから、

「……わかった……それでがまんする……」

　あんまりお気に召めさなかったのか、蚊かの鳴くような声で応えた。

　ま、これ以上相手にするのもめんどーなので、あたしは笑みを浮かべると、

「よし。じゃあそーゆーことで。これからは詰めに気をつけるのよ」

　別れのことばを切り出すと、彼も力なくうなずいて、

「……わかった……じゃあ……」

　つぶやくと彼はきびすを返す。

　♪　人生つらくて苦しくて　涙のあとには血がにじむ

　なんだかもの悲しい歌を口ずさみつつ去りゆく彼の背中を見送り、あたしはリスリルの町をあとにしたのだった──



（ああ人生にいろいろあり：‥完）



    

  
    
      
　あとがき


作者　＋　Ｌ　　



作：‥冬が……

Ｌ：‥みゅきゅーっ！

作：‥ちょっ!?　何だぁぁぁっ!?　あいさつも済まないうちからっ!?

Ｌ：‥ひょーみちゃちゃぷるふにゅーっ！

作：‥なんか言いたいことがあるのはわかったから。泣き怒ってないで言葉を使え。

Ｌ：‥ひうっ。ひうっ。ひょーにっ。

作：‥………………表紙？

Ｌ：‥ふにゅみにゅるみにぃぃっ！

作：‥……あれか。

　　新装版でおまいが表紙に登場したと思ったら、タイトルロゴで顔隠れてたとゆー。

Ｌ：‥……ふみゅ。しょれ。

作：‥あまつさえ部下Ｓの顔は出てたとゆー。

Ｌ：‥ふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！

作：‥やはりそれか……

　　はっ！　しかしそうすると部下Ｓに八つ当たりの危機がっ！

　　あいつは無事なのかっ!?

Ｌ：‥……うぐっ。うぐっ。じゅっ、ってなった。

作：‥……じゅっ……て……？

Ｌ：‥ひぐっ……原子に……

作：‥うわぁっ!?　あとかたもなく粛正済みっ!?

　　……まずい。まずいぞ。こうなるとオレにも八つ当たりが来る可能性がっ……！

　　なんとかなだめなければっ！　まずは話を変えて……

　　──ま、まあきみ、落ち着きたまへ。

　　まずは、スレイヤーズすまっしゅ。の二巻が無事に出ましたよー、ということを言わないと。

　　あと、ほらほら、今年も年ねん賀が状じよう書いたぞ年賀状。

　　毎度毎度の、原画は作者による、



　　『うし年にちなんで　Ｌ　あーんど牛さん（部分）』だッ！



Ｌ：‥部分って肉じゃん！

　　……って、はっ！　ふつーにしゃべれる！

作：‥ふっ。ツッコミを誘発することによって状態異常を回復させる。関西人ならではのテクニックよ。

　　ちなみに牛さんは、Ａクラス以上の肉を使ったステーキになると、絵にあるよーな脂あぶら身み付きの状態で出す店って最近はほとんどないはず。

　　たいていは霜しも降ふりになった赤身の部分を出してくる……と思うんだけど、オレの画力でその状態を描くと、肉だかヨーカンだかわかんなくなるので、あえて脂身付きを描いたのだッ！

Ｌ：‥いや。画力の足りなさをじまんされても。

　　とゆーか、年賀状の中であたしが肉持ってたからって、実際に食べられるわけでも、ましてや新装版の表紙が変わるわけじゃないし。

　　……ったくもう。

　　出版社も気をきかせて、あたしの顔がよく見えるように、十五巻だけは『スレイヤーズ』ってタイトル文字、無しにすればよかったのに。

作：‥ムチャ言うなっ！　ンな本があるかっ！

　　いやまあ世の中広いから、ひょっとしたら表紙にタイトルがない本っていうのもあるかもしれんけどっ！

　　シリーズ最終巻のみタイトル無しはさすがにないだろう。

Ｌ：‥んー……じゃあ、タイトル文字が薄くて下がはっきり透けて見えるとか、十円玉でこするとタイトルが剥げるようにするとか、シールとか。

　　ちょっと考えただけでいろんな工夫があるわけだし。

作：‥その工夫はエロい本の芸風みたいだから。

　　つかソレやるとおまい、『あたしの顔は出版禁止物かっ!?』とか言ってあばれそーな気がするんだが。

Ｌ：‥うっ……確かにそうかもしんないけど……

　　でも顔が隠れてるって時点で同じよーな扱いだし。

作：‥まあ何にしろ、だ。

　　ここで何を言ったところで、もう出ちゃってる新装版のレイアウトがどうにかなるわけでもないんだし。

Ｌ：‥んーみゅ……

　　こーなったら画集とかにすべてをかけるのみっ！

　　とゆーわけでっ！

　　あたしの見み目め麗うるわしい横顔を見たいとゆー、姫ひめ路じ市し在ざい住じゆう八千万人のファンのみなさんは、編集部さんあてに画集希望のお手紙よろしくっ！

作：‥なにゆえ姫路市限定っ!?　つか人口多っ！

　　しかもおくめんもなく自分で見目麗しいとか言ってるし。

Ｌ：‥何かのふろくの特大ポスターで、あたしだけアップ、とかのリクエストでも良しっ！

　　この要求が呑まれなかった場合、作者の命は保証しないっ！

作：‥やっぱしこっちにとばっちり来たっ！

Ｌ：‥ちなみに凶きよう器きはズワイガニを予定。

作：‥一体何されちゃうの俺!?　いや具体的には聞きたくないけど！

　　ま、まあ待て落ち着けっ！　ドラゴンマガジンのカラーページにはちゃんと載のったんだしっ！

Ｌ：‥ちっちゃく、ね。

　　けどやっぱり、あたしとしては、もっと上を目ざすべきだと思うのよ。うん。

作：‥上を目ざすのは悪くないけど、交こう渉しよう手しゆ段だんが人ひと質じちって時点でさすがにどうかと思うんだが……

Ｌ：‥ともあれみなさん、そういうことで。

　　編集部さんへのおたよりお待ちしてま～す。

　　ではまた次回、お会いしましょ～



あとがき：‥おしまい
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